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第
二
章
第
二
条
第
一
項
の
第
一
文
と
第
二
文
の
解
釈
・
適
用

第
三
章
第
二
条
第
二
項
の
生
命
権
保
護
の
例
外
の
解
釈
・
適
用

第
四
章
死
刑
|
|
反
対
し
な
い
容
認
か
ら
廃
止
ま
で
|
|

第
五
章
生
命
権
の
始
期
お
よ
び
終
期

お
わ
り
に

は
じ
め
に

問
題
の
提
起
お
よ
び
本
稿
の
対
象

(1) 

「
生
命
は
尊
貴
で
あ
る
。
一
人
の
生
命
は
、
全
地
球
よ
り
も
重
い
」
と

い
う
最
高
裁
判
所
の
判
示
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
「
側
人
の
生
命
・
身

体
の
安
全
は
、
人
間
の
存
在
に
最
も
基
本
的
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
て
、
法

律
上
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
大
阪
高
等
裁
判

(

2

)

(

3

)

 

所
の
判
決
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
全
地
球
よ
り
重
い
生
命
に
対

(
4
)
 

す
る
「
権
利
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
他
方

で
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
生
命
に
関
す
る
議
論
が
目
立
っ
て
増

(5) 

え
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
自
己
決
定
権
の
観
点
か
ら
、
自
己
が
生
命
を
処

(

6

)

(

7

)

(

8

)

 

分
す
る
こ
と
(
尊
厳
死
)
お
よ
び
安
楽
死
、
脳
死
、
女
性
の
妊
娠
中
絶
の

(9) 

自
由
な
ど
が
憲
法
解
釈
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
従
来
、
死

刑
と
い
う
刑
罰
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
憲
法
第
一
一
一
一
条
の
反
対
解
釈
に
基

づ
い
て
合
憲
論
が
出
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
、
第
二
二
条
に
基
づ
い
て
死

(
日
)

刑
を
違
憲
で
あ
る
と
す
る
議
論
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
を
み

(
日
)

る
と
、
第
一
三
条
後
段
は
、
一
般
に
「
幸
福
追
求
権
」
を
保
障
す
る
も
の

(ロ)

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
生
命
に
対
す
る
権
利
」
(
以
下
、

「
生
命
権
」
と
す
る
)
は
、
そ
の
幸
福
追
求
権
の
「
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら

(
日
)

れ
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
生
命
権
は
、
そ
れ

(
は
)

が
ど
の
よ
、
つ
な
性
格
の
権
利
で
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
事
案
に
関
わ
り

を
持
つ
の
か
、
生
命
権
に
基
づ
い
て
国
に
ど
の
よ
う
な
義
務
を
課
す
こ
と

(
日
)

が
で
き
る
の
か
な
ど
の
問
題
は
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
に
お
い
て
は
未
解

決
の
ま
ま
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
国
際
人
権
法
の
発
展
の
な
か
で
、
生
命
権
に

つ
い
て
の
前
述
の
問
題
に
は
、
二
疋
の
解
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
人
権
の
国
際
的
保
障
に
つ
い
て
の
最
初
の
国
際
人
権
条
約
で
あ
る
、

「
人
権
及
、
ぴ
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
」
(
以
下
、
「
ヨ

l
ロ
ツ

北法49(3・116)612 



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

(
凶
)

パ
人
権
条
約
」
と
す
る
)
は
、
そ
の
第
二
条
に
お
い
て
、
生
命
権
を
明
文

(口)

で
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
解
釈
・
適
用
を
行
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
か
ら
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
国
際
人
権
保
障
分
野
の
第
一
世
代
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
高
野
雄

一
教
授
は
、
「
欧
州
人
権
機
構
が
、
個
人
の
権
利
自
由
と
国
の
権
力
と
が

か
ら
む
人
権
争
訟
の
生
き
た
現
実
の
な
か
に
あ
っ
て
、
人
権
の
国
際
的
保

障
に
な
に
ほ
ど
か
積
極
的
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な

(
国
)
い
」
と
し
、
ま
た
「
国
際
社
会
に
人
権
思
想
が
高
ま
り
、
国
際
社
会
の
組

織
が
一
段
と
進
ん
だ
段
階
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
秩
序
と
そ
の
機
構
が
、

従
来
の
人
権
の
国
際
的
保
障
」
に
お
け
る
「
消
極
な
い
し
積
極
の
障
害
を

克
服
し
、
確
実
な
成
果
を
な
に
ほ
ど
か
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

(
日
)
る
」
、
と
い
う
総
合
的
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
憲
法
学
に
お
い

て
も
、
宮
沢
俊
義
教
授
が
、
一
九
五

0
年
代
と
い
う
比
較
的
早
い
時
期
に
、

「
国
内
法
が
国
際
人
権
規
約
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
権
を
国
際
機

(
初
)

関
に
与
え
る
も
の
」
と
い
う
点
に
注
目
し
た
。

人
権
の
国
際
的
保
障
で
は
最
も
着
実
に
発
達
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
生
命
権
に
つ
い
て
の

判
断
お
よ
び
議
論
は
、
こ
こ
で
検
討
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
構
成

本
稿
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
、
制
定

の
経
緯
お
よ
び
そ
の
解
釈
・
適
用
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
を
な
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
の
制
定
の
経
緯
お
よ
び
条
文
の
問
題
点

な
ど
を
考
察
す
る
(
第
一
章
)
。
次
に
、
そ
れ
を
基
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
命
権
に
つ
い
て
の
判
断
を

考
察
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
を
検
討
す
る
。
と
り
わ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
第
一
一
条
第
一
項
第
一
文
の
生
命
権
の
保
護
範
囲
に
つ
い
て
の

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
(
第
二
章
)
、
お
よ
び
従
来
か
ら
難
し
く
か
っ
重
要

な
課
題
で
あ
る
、
そ
の
第
二
条
第
二
項
の
生
命
権
の
例
外
規
定
(
第
三
章
)

を
考
察
す
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
第
二
丈
の

但
書
規
定
の
死
刑
(
第
四
章
)
と
妊
娠
中
絶
・
安
楽
死
な
ど
に
関
わ
る
生

命
の
始
期
・
終
期
(
第
五
章
)
に
つ
い
て
の
問
題
に
も
注
目
す
る
。
最
後

に
、
以
上
の
考
察
を
ま
と
め
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の

生
命
権
と
そ
の
他
の
国
際
文
書
と
の
相
互
関
連
性
に
つ
い
て
付
言
す
る

(
お
わ
り
に
)
。

北法49(3・117)613

は
じ
め
に
註

(
1
)
最
大
判
昭
和
二
三
年
三
月
二
一
日
刑
集
二
巻
三
号
一
九
二
頁
。
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(
2
)
大
阪
高
判
昭
和
五
O
年
一
一
月
二
七
日
判
時
七
九
七
号
七
一
頁
。

ま
た
、
生
命
・
身
体
の
自
由
は
、
「
当
該
国
民
で
あ
る
と
外
国
人
で

あ
る
と
を
問
わ
ず
、
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
性
質
の

人
権
」
で
あ
る
。
堀
江
薫
「
基
本
的
人
権
の
現
代
的
展
開
と
国
際

的
保
障
|
|
身
体
・
生
命
の
自
由
の
展
開
と
国
際
的
保
障
、
な
ら

び
に
環
境
問
題
へ
の
国
際
的
対
応
を
中
心
と
し
て

l
l」
(
専
修

大
学
法
学
部
一
九
九
六
年
度
博
士
論
文
・
未
公
判
)
二
頁
。

(
3
)
こ
の
判
決
文
は
有
名
で
あ
る
が
、
暖
昧
な
言
葉
で
も
あ
り
、

「
『
全
地
球
』
と
い
う
の
は
人
間
の
い
な
い
地
球
で
あ
ろ
う
か
」

(
ホ
セ
・
ヨ
ン
バ
ル
ト
「
日
本
国
憲
法
哲
学
』
(
成
文
堂
・
一
九

九
五
年
)
一
三
二
頁
)
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
憲
法
学
に
つ
い
て
い
え
ば
、
人
権
と
し
て
の
生
命
権
と
い
う
考

え
方
が
確
立
せ
ず
、
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
名
和
銭
郎
「
人
権

の
歴
史
と
生
命
権
の
発
展
|
|
死
刑
廃
止
に
関
す
る
序
論
的
考
察

|
|
」
静
法
四
二
巻
二
号
(
一
九
九
四
年
)
一
五
八
|
一
五
九
頁

参
照
。

(
5
)
自
己
決
定
権
に
基
づ
い
て
生
命
権
を
考
察
す
る
文
献
と
し
て
は
、

竹
中
勲
「
人
権
と
し
て
の
『
自
己
決
定
権
』
|
|
生
と
死
を
め
ぐ

る
憲
法
問
題
」
ジ
ユ
リ
八
八
四
号
(
一
九
八
七
年
)
一
八
O
頁
以

下
、
同
「
生
命
に
対
す
る
権
利
と
憲
法
上
の
自
己
決
定
権
」
佐
藤

幸
治
H
初
宿
正
典
編
『
人
権
の
現
代
的
諸
相
』
(
有
斐
閣
・
一
九
九

O
年
)
二
四
頁
以
下
、
同
「
『
安
楽
死
」
と
憲
法
上
の
自
己
決
定
権
」

法
教
一
九
九
号
(
一
九
九
七
年
)
八
一
頁
以
下
、
石
村
修
「
自
己

決
定
権
と
し
て
の
生
命
の
処
分
」
専
修
大
学
法
学
研
究
所
紀
要
一

五
号
(
一
九
八
九
年
)
一
二
頁
以
下
、
吉
岡
井
裕
之
「
医
療
に
お
け

る
自
己
決
定
権
の
憲
法
論
的
一
考
察
|
|
ア
メ
リ
カ
法
を
素
材
と

し
て

l
l
(
一
)
(
二
・
完
)
」
論
叢
二
=
二
巻
一
号
(
一
九
八
八

年
)
六
一
頁
以
下
、
二
一
三
巻
四
号
(
一
九
八
八
年
)
九
七
頁
以

下
、
同
「
生
命
の
自
己
決
定
と
白
白
」
ジ
ユ
リ
九
七
八
号
(
一
九

九
一
年
)
一
O
六
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
辺
生
命
・
人
間
・
倫
理
』

の
憲
法
論
(
一
)
合
乙
(
三
・
未
完
)
」
白
鴎
法
学
創
刊
号
(
一
九

九
四
年
)
一
四
七
頁
以
下
、
三
号
(
一
九
九
五
年
)
九
九
頁
以
下
、

四
号
(
一
九
九
五
年
)
八
一
頁
以
下
、
土
井
真
一
司
生
命
に
対
す

る
権
利
」
と
『
自
己
決
定
』
の
観
念
」
公
法
五
八
号
(
一
九
九
六

年
)
九
二
頁
以
下
、
山
田
卓
生
「
第
田
部
生
死
と
自
己
決
定
」

同
『
私
事
と
自
己
決
定
』
(
日
本
評
論
社
・
一
九
九
四
年
)
一
一
一
九

頁
以
下
、
奥
田
純
一
郎
「
死
に
お
け
る
自
己
決
定
|
|
自
由
論
の

再
検
討
の
た
め
に
|
|
」
本
郷
法
政
紀
要
五
号
(
一
九
九
六
年
)

一
一
O
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

(6)
た
と
え
ば
、
中
山
研
一

H

石
原
明
『
資
料
に
見
る
尊
厳
死
問
題
」

(
日
本
評
論
社
・
一
九
九
三
年
)
、
黒
柳
弥
寿
雄
『
尊
厳
死
を
考
え

る
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
九
四
年
)
、
坂
井
昭
宏
編
著
『
安
楽
死
か

尊
厳
死
か
』
(
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
・
一
九
九
六
年
)
、
大
谷

実
「
第
六
章
尊
厳
死
|
|
末
期
医
療
の
在
り
方
」
同
『
い
の
ち

の
法
律
学
』
(
悠
々
社
・
一
九
九
六
年
)
な
ど
。

(
7
)
た
と
え
ば
、
竹
中
勲
「
「
安
楽
死
』
と
憲
法
上
の
自
己
決
定
権
」

北j去49(3・118)614
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法
教
一
九
九
号
(
一
九
九
七
年
)
八
一
頁
以
下
、
{
呂
野
彬
『
安
楽

死
』
(
日
本
経
済
新
聞
社
・
一
九
七
六
年
)
、
阿
南
成
一
「
安
楽
死
』

(
弘
文
堂
・
一
九
七
七
年
)
、
坂
井
・
右
書
、
大
谷
実
「
第
五
章

安
楽
死
の
是
非
」
同
・
右
書
な
ど
。

(8)
た
と
え
ば
、
中
山
研
一
「
脳
死
の
自
己
決
定
権
」
同
『
脳
死
・

臓
器
移
植
と
法
』
(
成
文
堂
・
一
九
八
九
年
)
、
大
谷
実
「
第
七
章

死
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
/
第
八
章
臓
器
移
植
の
在
り
方
」
同
・

『
い
の
ち
の
法
律
学
』
(
悠
々
社
・
一
九
九
六
年
)
な
ど
。

(9)
た
と
え
ば
、
フ
イ
リ
ッ
プ
・
セ
ル
ズ
ニ
ツ
ク
(
尾
崎
一
郎
訳
)

「
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
法
学
」
北
法
四
八
巻
五

号
二
九
九
八
年
)
一
五
回
|
一
五
五
頁
、
金
城
清
子
「
生
殖
医

療
と
人
権
|
|
性
と
生
殖
の
権
利
・
健
康
を
め
ぐ
っ
て

l
1」

自
正
四
八
巻
四
号
(
一
九
九
七
年
)
八
O
頁
以
下
な
ど
。

(
凶
)
根
森
健
「
最
高
裁
と
死
刑
の
憲
法
解
釈
」
高
柳
信
一
先
生
古
稀

記
念
『
現
代
憲
法
の
諸
相
』
(
専
修
大
学
出
版
局
・
一
九
九
二
年
)

一
一
一
頁
以
下
、
名
和
・
前
掲
論
文
(
註
4
)

一
五
七
頁
以
下
、

平
川
宗
信
「
死
刑
制
度
と
憲
法
理
念
(
上
)
(
下
ご
ジ
ュ
リ
一
一

0
0
号
(
一
九
九
六
年
)
六
三
頁
以
下
、
一
一

O
一
号
(
一
九
九

六
年
)
七
三
頁
以
下
、
同
「
死
刑
論
の
理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て

|
|
憲
法
的
死
刑
論
の
試
み

i
l
h」
法
時
六
九
巻
一

O
号
(
一
九

九
七
年
)
一
三
真
以
下
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
一

O
月
二
八
日
に

札
幌
大
学
で
菊
田
幸
一
教
授
は
、
「
死
刑
制
度
と
受
刑
者
の
人
権
」

と
い
う
講
演
に
お
い
て
、
全
国
で
五
一
名
の
死
刑
確
定
囚
が
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
人
命
を
奪
い
人
間
の
尊
厳
を
無
視
す
る
死
刑
に

反
対
し
無
期
懲
役
刑
で
重
罪
者
を
罰
す
る
と
い
う
観
点
を
提
唱
し

て
い
る
。

(
日
)
佐
藤
幸
治
「
個
人
の
尊
重
・
幸
福
追
求
権
」
樋
口
陽
一

H
佐
藤

幸
治
H

中
村
陸
男
H
浦
部
法
穂
『
注
解
法
律
学
全
集
1
憲
法
I
』

(
脊
林
書
院
・
一
九
九
四
年
)
〔
佐
藤
執
筆
〕
二
七
六
頁
は
、
「
本

条
は
、
文
言
上
、
『
生
命
』
『
自
由
』
お
よ
び
『
幸
福
追
求
権
』
を

内
容
と
す
る
が
、
こ
の
三
者
を
積
極
的
に
区
別
す
べ
き
理
由
に
乏

し
く
、
ま
た
、
『
自
由
』
と
「
幸
福
追
求
権
』
と
を
区
別
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
て
、
三
者
と
も
に
人
格
的
利
益
に
か
か
わ
る
も
の

と
し
て
統
一
的
に
把
握
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
こ

の
主
張
に
対
し
て
、
棟
居
快
行
「
幸
福
追
求
権
に
つ
い
て
」
ジ
ユ

リ一

O
八
九
号
(
一
九
九
六
年
)
一
八
二
頁
は
、
「
幸
福
追
求
権
を

最
狭
義
に
捉
え
て
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
が
存
在
し
な
い
『
私
事
』

に
つ
い
て
の
自
己
決
定
権
だ
け
を
意
味
し
、
他
者
と
の
か
か
わ
り

の
な
か
で
保
障
さ
れ
る
自
由
権
と
は
区
別
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
:
:
:
こ
の
見
解
も
、
生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
の
三
者
を
分

離
し
て
捉
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
」
と
す
る
。
後
者
は
、
日
本

国
憲
法
に
お
い
て
、
生
命
権
を
独
自
の
一
つ
の
権
利
と
解
す
る
。

(
ロ
)
「
憲
法
一
三
条
後
段
の
『
生
命
に
対
す
る
権
利
』
に
《
生
命
を
享

受
す
る
自
由
な
い
し
殺
さ
れ
な
い
権
利
〉
が
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
憲
法
学
説
上
異
論
は
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
て

よ
く
、
憲
法
=
二
条
に
よ
る
『
生
命
を
奪
は
れ
な
い
権
利
』
の
保

jヒi去49(3・119)615
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障
も
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
」
(
竹
中
・
前

掲
論
文
(
註
7
)
八
三
|
八
四
頁
)
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
土
井
・
前
掲
論
文
(
註
5
)
九
二
頁
。

(
凶
)
人
権
論
に
お
け
る
生
命
権
の
不
可
譲
の
性
格
に
つ
い
て
、
深
田

三
徳
「
『
不
可
譲
の
権
利
』
と
『
絶
対
的
権
利
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題

|
|
人
権
概
念
の
生
成
・
発
展
に
つ
い
て
の
覚
え
書
(
三
)
」
同

法
四
六
巻
二
一
H
四
号
(
一
九
九
四
年
)
二
二
六
|
一
三
七
頁
は
、

「
福
沢
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
外
篇
』
に
は
、
『
天
よ
り
付
与
せ
ら
れ

た
る
自
主
自
由
の
通
義
は
、
売
る
可
ら
ず
亦
買
ふ
可
ら
ず
」
と
い

う
「
『
不
可
譲
の
権
利
』
思
想
は
『
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に

対
す
る
』
権
利
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
生
命
権
の
裁
量
的
な
性
格
に
つ
い
て
、
同
論
文
一

四
五
頁
は
、
「
生
命
を
自
由
に
放
棄
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
さ

れ
て
い
る
。

:
:
:
J
・
フ
ァ
イ
ン
パ

l
グ
は
、
あ
る
論
文
の
な
か

で
、
生
命
へ
の
権
利
を
『
命
令
的
権
利
』
で
な
く
「
裁
量
的
権
利
』

と
し
て
捉
え
な
お
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
不
可
譲
の
『
生
命
へ
の

権
利
』
と
「
死
ぬ
権
利
』
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
命
権
の
絶
対
的
な
性
格
に
つ
い
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
自
然
法
学
者
で
あ
る
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン

(ヨヨ
R
E窓
口
刊
)
は
「
『
個
人
の
安
全
の
権
利
、
個
人
的
自
由
の

権
利
、
お
よ
び
私
的
財
産
権
の
権
利
』
を
主
要
な
絶
対
権
の
=
一
つ

の
態
様
」
と
し
、
「
個
人
の
安
全
の
権
利
は
、
あ
る
人
が
、
そ
の
生

命
、
そ
の
四
肢
、
そ
の
身
体
、
そ
の
健
康
お
よ
び
そ
の
世
評
を
合

法
的
か
つ
中
断
せ
ず
に
享
受
す
る
こ
と
に
存
す
る
」
と
説
明
し
て

い
る
。
内
田
力
蔵
「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
『
個
人
的
自
由
の
権

利
』
に
つ
い
て
|
|
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
『
絶
対
権
』
の
概
念
を
中

心
と
す
る
一
つ
の
覚
え
書
き

i
l」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

編
『
基
本
的
人
権

4
各
論
I
』
(
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
六
八

年
)
六
九
頁
。

(
日
)
棟
居
・
前
掲
論
文
(
註
日
)
一
七
九
頁
は
、
生
命
保
護
に
つ
い

て
の
国
の
義
務
と
し
て
「
国
民
の
生
命
・
健
康
に
つ
い
て
は
国
家

は
単
に
自
ら
が
そ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
由
権
的
な

不
作
為
義
務
を
負
う
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
私
人
間
で
の
侵
害

行
為
か
ら
個
人
を
保
護
す
る
義
務
(
保
護
義
務
)
を
も
負
う
」
と

し
、
ま
た
同
論
文
一
八
二
頁
は
、
「
生
命
は
絶
対
的
優
先
事
項
と
し

て
固
に
は
積
極
的
保
護
義
務
が
あ
」
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
生
命
権
の
保
護
範
囲
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

(
時
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
概
説
書
と
し
て
は
、
〉
Z
U
自
宅
N

U
同
N
開
宮
内
N
開
者
同
四
ハ
ア
開
口
問
。

2ω
〉
沼
田
口
玄
〉
z
m
-
O
Z
4凶
内

O
Z〈
開
ZJ『向。
Z
円

Z

U
O玄
開
山
町
、
ロ
門
戸
〉
者
〉
内
。
玄
目
v
h
p
p
p↓
同
〈
開
印
叶

C
U
J「
(
-
甲
山
山
凶
)
一
門
U
F
O〈
窃
門
リ
-

Y
向
。
同
回
目
的
印
。

z-

↓Z
開
問
)
〈

Z
〉
Y
品
目
門
的
。
-u

口
問
〈
開
円
。
司
玄
開

Z
↓

-
Z
J『
回
開

開
口
問
。
百
〉
Z
E
C玄
〉

Z

E
。

雪

印

門
U
O
Z〈
開
五
回

O
Z
M
Jヘ
耳
目
孟
(
-
喧
∞
】
)
咽

0.』
.
出
〉
問
問
問
的
凹
↓
〉
「
場
戸
〉
君
。
同
U
4
Z開
閉
山
口
問
。
沼
山
〉
z
。
。

Z
〈
開
Z
4
-
o
z
o
z

回
口
玄
〉
z
m
-
C
Z
4印
(
]
由
一
喝
凶
)
一

U
O
Z
Z〉
。

。

玄

白

Z
同
H
d

〉
「

-
F〉
者

〉

Z
U

喝
同
〉
門
υ
↓

-n問
。

司

叶

Z
開
閉
口
問
。
司
回
出
〉
z

n
。
Z
〈
開
Z
4目
o
z
。
z

E

C
玄
〉

Z

M
N
目。

Z1『
印
〉

Z
O
」
「
司
間
開
巴
問
。
司
開
〉
Z
印
。
何
回
〉
「
門
U
Z〉
同
司
開
問
(
-
喧
喧
岱
)
咽
旬
開
開
口
開

1ヒi去49(3・120)616



ヨーロァパ人催条約第2条の生命権について(1)

門内U
〉印句.

(2-⑤
斗
臥

##)YU
司
同
〉

Z【門リ同窃印。
.Mhrno回
咽
叶
回
開
閉

W
C同
OMM閉山〉
z
n。
Z〈
開

z
d
o
z
。

z

z
c玄
〉

Z
岡山田

O
Z
4白
(
-
也
、
司
山
山
)
山
』
開
・
印
刷

U〉
垣
内
問
、
「
『
岨
叶

Z開
〉
司
苫
』
内
〉

12。
z

C
目
U
4
Z開
閉

C問
。
司
岡
山

k
r
z
n
o
z〈
開

Z叶
目
。

z
o
z
z己
玄
〉

z
m
-。
司
吋
国

(M仏
白
色

】
唱
∞
吋

)U
戸
〉
巴
回
目
。
∞
-

Y
入
日
間
関
問
「

M
n
z・
同
凶

C問
。
司
問
〉

Z
司
問
。
叶
開
門
川
叶
目
。

z
o
-
u

z
c
y白
〉

z

m
聞の

Z
4回
(
]
双
山
。
)
一
戸
ピ
穴
間
内
「
巴
〈
国
出
宥
吋
デ
開
口
問
。
目
V

回出〉

Z

Z
C
F占
〉

z
m
-。
『
『
印

H4〉
穴

-z。
〉

【
U
〉
∞
関
口

Z
U開
問
↓
回
開
門
川

O
Z〈
凹

Z↓
-
。

z

(】市町一

X
Y
司
・
〈
〉

Z

U
口

問

〉

z
o
。
・
国
・
』
〈
〉

Z

U問
問
因
。
。
明
暗
唱

HdZ開
。
同
ベ

〉

Z
U
司
胃
〉
(
リ
叶
【
の
開
。
明

4
E開
開
口
問
。
司
開
〉

z
n
o
Z〈
凹

Z
4目。
z
c
z
国

C
F由
〉

Z

河
-ozJ『回

(Nana--唱
唱
(
)
)
咽
岡
山
・
∞
同
開
同

44・
↓
回
開
。
開
〈
開
「
。
ヨ
品
開

Z1『
。
同

H
4
Z問

。
同
玄
開

Z
2
0
z
y
-
R
Z〉
z
a玄

O司
↓
巴
開
門
。

z
E
E
z
n問
。

z
∞
凹

n
c回
目
叶

J円

〉

z
u
n
0
1
0
-
v』
山
知
〉
叶
目
。

z
-
Z
肘
己
目
。

-M一
開
(
-
唱
甲

M)一
司
司
開
閉
口
問

C
T開
〉

Z

印

Jヘ
印
同
日
山
玄
明
。
同

4
2開
司
問
。
吋
開
門
斗
-
。

z
O
H
U
E
C玄
〉

z
m
-。
zj『
印
(
閉
山
・

M
F
』

冨
田
町
己

OE-amz--a凹
---3M)
ミ
円
ま
た
、
邦
文
の
概
説
書
と
し
て

は、

F
'
ス
ュ

l
ド
ル
(
建
石
真
公
子
訳
)
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
』
(
有
信
堂
・
一
九
九
七
年
)
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
は
、
そ
の
制
度
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
含
め
て
、
人
権
保

障
に
つ
い
て
の
最
も
精
巧
な
地
域
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
る
」
(
二
頁
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
口
)
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
機
構
が
、
身
体
・

生
命
の
自
由
を
中
心
と
す
る
人
権
保
護
に
多
大
の
役
割
を
現
実
に

果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
:
:
:
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
身
体
・

生
命
の
自
由
の
国
際
的
保
障
が
人
権
の
国
際
的
保
障
に
関
し
て
は

最
も
進
展
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
堀
江
薫
「
基
本
的

人
権
の
現
代
的
展
開
と
国
際
的
保
障
|
|
身
体
・
生
命
の
自
由
の

展
開
と
国
際
的
保
障
、
な
ら
び
に
環
境
問
題
へ
の
国
際
的
対
応
を

中
心
と
し
て

1
l
学
位
請
求
論
文
|
|
」
専
法
六
七
号
(
一
九
九

六
年
)
一
一

0
1
一
一
一
頁
。

(
凶
)
高
野
雄
一
「
人
権
に
関
す
る
西
欧
機
構
の
国
際
的
保
障
」
同

『
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
七
七
年
)
二
六

四
頁
。

(
川
口
)
同
・
右
書
二
六
五
頁
。

(
却
)
宮
沢
俊
義
「
憲
法
H
」
[
初
版
]

四
頁
。

(
有
斐
閣
・
一
九
五
九
年
)
七

第
一
章

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
制
定

(
1
)
 

本
章
で
は
、
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
の
全
体
像
お

よ
び
生
命
権
条
項
の
制
定
の
背
景
を
概
観
す
る
(
第
一
節
)
。
次
に
、
生

命
権
条
項
の
制
定
過
程
と
世
界
人
権
宣
言
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
議
論
を

紹
介
し
、
生
命
権
条
項
を
考
察
す
る
(
第
二
節
)

Q

さ
ら
に
、
生
命
権
条

項
の
制
定
過
程
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
変
化
の
経
緯
を
考
察
す
る
(
第
一
一
一

節
)
。
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
い
て
生
命
権
に

北法49(3・121)617
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深
く
関
わ
っ
て
い
る
母

g
m
s
g禁
止
条
項
お
よ
び
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
つ

い
て
の
提
案
も
検
討
す
る
(
第
四
節
)
。
最
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
の
制
定
の
経
緯
、
と
く
に
列
挙
主
義
と
定

義
主
義
の
論
争
に
お
け
る
生
命
権
と
法
の
一
般
原
則
と
の
関
連
性
を
考
察

し
、
そ
し
て
第
二
条
の
条
文
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
(
第
五
節
)
。

第

節

生
命
権
条
項
の
制
定
の
背
景

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
制
定
の
全
体
像
お
よ
び
そ
の
時
期
区
分

人
権
保
護
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
最
も
大
き
な
功
績
の
一
つ
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
が
、
実
は
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
が
‘
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
の
制
定
の
濫
傍
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
五
月
に
ハ

l
グ
で
開
催

さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
」
は
、
人
権
憲
章
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
一
九
四
九

年
二
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
国
際
理
事
会
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
つ

(2) 

い
て
の
原
則
宣
言
」
を
採
択
し
た
。
ヨ

l
ロ
ァ
パ
人
権
条
約
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
審
議
会
が
成
立
し
た
当
初
の
、
唯
一
の
明
確
な
成
果
で
も
あ
る
こ
と

は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。

本
稿
で
は
、
生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
際
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
を
次
の
よ
う
な
四
期
に
分
け
る
こ
と

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
第
一
期
(
草
創
期
)
は
一
九
四
九
年
八
月
以
前

の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
一
九
四
八
年
五
月
に
ハ

l
グ
で
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
会
議
」
が
、
そ
し
て
一
九
四
九
年
二
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
国
際

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
②
第
二
期
(
宣
言
期
)
は
一
九
四
九
年
八
月
か

ら
一
一
月
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
協
議
総
会
に
お
い
て

世
界
人
権
宣
言
に
基
づ
く
一

O
ヵ
条
の
個
別
の
条
項
を
定
め
る
条
約
草
案

が
作
成
さ
れ
た
。
③
第
三
期
(
論
争
期
)
は
一
九
四
九
年
一
一
月
か
ら
一

九
五
O
年
八
月
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
専
門
家
委
員
会

と
上
級
公
務
員
会
議
に
お
い
て
列
挙
主
義
と
定
義
主
義
の
問
題
が
論
じ
ら

れ
た
。
④
第
四
期
(
決
着
期
)
は
一
九
五

O
年
八
月
か
ら
一
一
月
四
日
ま

で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
第
六
回
閣
僚
委
員
会
で
最
終
草
案

(3) 

が
議
決
さ
れ
た
。

北j主49(3・122)618

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
の
背
景

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
全
体
の
制
定
の
背
景
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
法

律
委
員
会
の
、
主
要
な
一
員
で
あ
り
、
第
一
回
協
議
総
会
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審

議
会
の
議
会
的
機
関
)
に
お
い
て
人
権
条
約
に
関
す
る
報
告
者
を
務
め
た
、

フ
ラ
ン
ス
人
民
共
和
派
の
-
M
・E-
↓e
G
B
の
報
告
書
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
う
る
。
つ
ま
り
、
第
一
に
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
に
対
す
る
反
省
と
共
産
主
義
に
対
す
る
警
戒
、
す
な
わ
ち
人
権
条
約



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

の
制
定
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
安
定
を
目
指
す
こ
と
、
第
二
に
、

伝
統
的
自
由
主
義
に
対
す
る
修
正
、
す
な
わ
ち
社
会
的
福
祉
国
家
理
念
を

囲
内
に
導
入
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
人
権
条
約
の
作
成
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
合
を
目
指
す
、
す
な
わ
ち
人
権
裁
判
所
の
設
立
を
通
し
て
人
権
に
つ

い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
準
の
統
一
化
を
行
う
こ
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

(
4
)
 

条
約
の
制
定
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
前
述
の
点
目
指

g
報
告
書
で
は
、
伝
統
的
自
由
主
義
に
対
す
る

修
正
、
す
な
わ
ち
社
会
的
福
祉
国
家
理
念
を
国
内
に
導
入
す
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
権
規
定
の
内
容
に
つ
い
て
の

選
択
原
則
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
自
由
と
社
会
的
正
義
と
の
共
存
と
い
う
難
し
い
作
業
が
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
集
団
的
努
力
に
よ
っ
て
し
か
解
決
さ
れ
な
い
。

直
面
し
て
い
る
作
業
は
、
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
う
る
o

第
一
次
的
な
決
定

は
、
直
近
か
つ
緊
急
の
目
標
に
つ
い
て
の
選
択
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
す
べ
て
の
自
由
お
よ
び
基
本
的
権
利
、
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
個

人
の
自
由
お
よ
び
す
べ
て
の
い
わ
ゆ
る
社
会
的
自
由
と
権
利
を
含
む
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
完
全
な
権
利
章
典
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
目

標
の
完
全
な
実
現
は
、
当
分
の
問
、
あ
り
え
な
い
。
と
は
い
え
、
民
主
的

な
生
活
様
式
に
と
っ
て
最
小
限
度
、
重
要
な
七
つ
、
八
つ
あ
る
い
は
一

O

の
基
本
的
自
由
を
定
め
る
こ
と
は
、
短
時
間
に
お
い
て
達
成
し
う
る
。
そ

れ
ら
の
基
本
的
自
由
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
基

本
的
自
由
は
、
次
の
よ
う
な
条
項
に
簡
潔
に
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
審

議
会
に
加
盟
し
て
い
る
す
べ
て
の
固
に
よ
る
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
に

(
5
)
(
6
)
 

つ
い
て
の
集
団
的
保
障
の
原
則
、
た
と
え
ば
、
身
体
の
安
全
:
:
:
」
。

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
の
第
二
期

に
お
い
て
は
、
自
由
権
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
な
自
由
お
よ
び
権
利
も

重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
社
会
的
な
自
由

お
よ
び
権
利
を
含
む
完
全
な
権
利
章
典
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
の
で
、
結
局
、
自
由
権
に
つ
い
て
の
権
利
章
典
だ
け
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
身
体
の
安
全
は
、
こ
の
記
述
に
お
い

て
、
自
由
権
の
列
挙
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ

ろ、っ。
生
命
権
条
項
の
制
定
の
背
景

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
制
定
過
程
の
第
二
期
の
第
一
回
協
議
総
会
に
お

い
て
、
各
国
代
表
は
、
「
身
体
の
安
全
」
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
れ
ら

の
発
言
を
通
し
て
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
条
約
第
二
条
の
生
命
権
条
項
制

定
の
背
景
が
窺
え
よ
、
ヮ
。

第
一
に
、
人
権
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
準
を
設
け
る
場
合
、
す
べ

て
の
者
は
、
安
全
に
生
き
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
、
強
調
さ
れ
て
い
た
。
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た
と
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
の

u
n
C
〈
色
宮
・

3
z
Zロ
は
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

「
人
権
に
言
及
す
る
場
合
、
こ
の
協
議
総
会
に
お
い
て
は
何
が
擁
護
さ

れ
る
べ
き
な
の
か
。
:
:
:
簡
単
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
で
あ

り
、
す
べ
て
の
者
は
尊
重
に
値
し
、
す
べ
て
の
者
は
、
安
全
に
お
い
て
生

き
る
権
利
を
有
し
、
弱
い
人
聞
に
せ
よ
死
に
近
い
人
間
に
せ
よ
す
べ
て
の

(7) 

者
が
例
外
で
は
な
い
」
。

第
二
に
、
人
権
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

(8) 

て
は
、
生
命
を
奪
う
戦
争
・
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
代
表
の

F
2
8
は、

次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。

「
『
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
に
つ
い
て
の
保
護
お
よ
び
一
層
の
実
現
』

と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
規
程
第
一
条
の
規
定
は
、
平
和
に
つ
い
て
の

実
効
的
な
組
織
を
設
け
、
戦
争
を
防
ぐ
手
段
で
あ
る
。
紀
元
前
一
四
九
六

年
か
ら
紀
元
後
一
九
四
五
年
に
か
け
て
の
三
四
四
一
年
間
に
あ
っ
て
、
地

域
紛
争
や
国
際
紛
争
の
年
数
が
三
一
七
三
年
間
に
も
及
ん
で
い
る
。
世
界

の
平
和
は
、
二
六
八
年
間
し
か
な
い
。
最
後
の
戦
争
の
聞
に
三
二

O
万
の

若
者
が
戦
場
で
亡
く
な
っ
た
。
二
六
O
万
人
が
集
中
キ
ャ
ン
プ
で
虐
殺
さ

れ
た
。
一
五

O
万
の
老
人
、
女
性
お
よ
び
子
ど
も
が
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
。

(
9
)
 

世
界
の
秩
序
お
よ
び
平
和
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
発
言
か
ら
、
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
第
一
に
、
第
一
回
協

議
総
会
に
お
い
て
は
、
深
刻
な
社
会
的
政
治
的
問
題
に
つ
い
て
、
人
聞
が

安
全
に
生
き
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
人
間
の
生
命
を
奪
う
戦
争
や
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
阻
止
す
る
た
め

に
は
、
人
権
を
保
護
す
る
こ
と
か
ら
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

第
一
回
協
議
総
会
の
認
識
が
読
み
と
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
こ
の
段
階
で
は
生
命
権
に
つ
い
て
の
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、

「
身
体
の
安
全
」
に
つ
い
て
の
発
言
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
、
生
き

る
権
利
お
よ
び
殺
害
か
ら
の
保
護
は
、
生
命
権
の
保
護
を
も
含
ん
で
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
次
節
に
お
い
て
考
察

さ
れ
る
生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
と
世
界
人
権
宣
言
と
の
関
連
性
に
お
い

て
明
ら
か
に
な
る
。

jヒ法49(3・124)620

第
二
早
第
一
節
詰

(
1
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
と

し
て
は
、

no--四
2
a
m
e
g
=
。
ご
宮
」
g
g
E凶
P
G
E
S円
2
8汽
唱
え

径
四
開
口

8-ugロ
向
。
豆
、
刊
ロ
丘
O
口
。
口
出
巴
回
出
血
ロ

m
G
F
Z
{
U
m
B
S釦『向。円

H-v・]

で
あ
る
。
本
章
は
、
主
に
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文

書

3
5
g
E
型
令
官
・
包

0
5由
)
(
以
下
、
「
準
備
文
書
」
と
す
る
)

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

お
よ
び
そ
の
関
連
条
項
に
つ
い
て
の
制
定
過
程
を
検
討
す
る
。
準

備
文
書
は
、
制
定
過
程
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
第
一

議
定
書
に
つ
い
て
用
意
さ
れ
た
様
々
な
文
書
な
ら
び
に
協
議
総
会
・

法
律
行
政
問
題
委
員
会
・
閣
僚
委
員
会
に
お
け
る
討
議
の
報
告
書

お
よ
び
専
門
家
委
員
会
の
一
部
の
報
告
書
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の

資
料
の
(
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
四
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
)

複
写
版
は
、
当
初
、
各
国
政
府
・
人
権
委
員
会
お
よ
び
人
権
裁
判

所
に
よ
っ
て
の
み
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議

会
は
、
準
備
文
書
に
つ
い
て
学
者
お
よ
び
実
務
の
弁
護
士
(
数
人

の
弁
護
士
が
人
権
委
員
会
に
申
立
を
提
出
し
た
)
を
含
む
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
沿
革
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
々
の
多
く
の

要
請
を
受
け
、
一
九
七
二
年
に
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
出
版
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
八
つ
の
巻
か
ら
成
る
。

第
一
巻
と
第
二
巻
は
、
原
則
と
し
て
、
一
九
四
九
年
八
月
と
九
月

の
協
議
総
会
に
お
け
る
作
業
を
、
第
三
巻
は
、
一
九
五

O
年
二
月

と
三
月
の
専
門
家
委
員
会
の
作
業
を
、
第
四
巻
は
、
同
年
六
月
の

上
級
公
務
員
会
議
の
作
業
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
巻

と
第
六
巻
は
、
一
九
五
O
年
の
閣
僚
委
員
会
と
協
議
総
会
の
討
議

を
詳
し
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
七
巻
は
、
一
九
五
O
年
一
一
月

四
日
の
条
約
の
署
名
お
よ
び
第
一
議
定
書
に
つ
い
て
の
作
業
の
始

ま
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
八
巻
は
、
第
一
議
定
書
の
起
草
に
つ

い
て
の
説
明
を
終
え
て
、
そ
し
て
一
般
の
追
加
文
書
を
含
む
。
こ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
は
、
各
条
項
に
つ
い
て
の

適
用
を
容
易
に
す
る
性
格
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
条
約
お
よ

び
第
一
議
定
書
に
つ
い
て
の
有
権
的
解
釈
を
提
供
す
る
文
書
を
構

成
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た

2

4
・M
M
-
R
}
良
×
口
元
ま
た
、
こ

の
文
書
は
、
同
じ
内
容
が
英
文
と
仏
文
で
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下

の
引
用
は
、
英
文
の
方
に
よ
る
の
で
、
全
部
偶
数
頁
に
よ
り
表
示

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
邦
語
の
文
献
と
し
て
は
、
薬
師
寺
公
夫
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
準
備
作
業
の
検
討
(
上
)
(
中
)
(
下
)
」
神
戸

商
船
大
学
紀
要
第
一
類
丈
科
論
集
三
二
号
(
一
九
八
三
年
)
三
五

頁
以
下
、
三
三
号
(
一
九
八
四
年
)
一
五
頁
以
下
、
三
四
号
(
一

九
八
五
年
)
一
頁
以
下
が
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
同
条
約
の

起
草
過
程
に
お
け
る
背
景
要
因
、
人
権
保
障
に
対
す
る
制
約
事
由

お
よ
び
実
施
措
置
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
?
叶
-
H
y
a
己目凶品・

(
3
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
概
要
は
、
-

叶・
M
y
a
凶
出
回
目
〉
内
凶
VCH
参
照
。

(4)
各
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い
分
析
・
検
討
に
つ
い
て
は
、
】
叶

-P

白門凶∞
'uc、
薬
師
寺
・
前
掲
論
文
(
註

1
)
(
上
)
一
二
六
|
四
三
頁

参
照
。

(
5
)
第
一
回
協
議
総
会
一
九
四
九
年
八
月
一
九
日
第
八
次
会
議

(-片岡
y
e
担
件
ハ
凶
晶
ム
品
)
。

(
6
)
ベ
包
括

g
自
身
は
、
「
裁
判
所
の
権
限
は
、
国
が
身
体
の
安
全
な

ど
を
尊
重
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
だ
け
に
あ
る
」
と
強
調
し
た

(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

N

叶
-paM凶
。
『
出
血
参
照
)
。

~I: ì去49(3 ・ 125)621
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(
7
)
-
H司
3
白
門
司

A
F
L
C
M
-

(
8
)

一
九
一
一
一
一
一
一
年
一
月
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
握
っ
て
か
ら
、
大
統

領
命
令
で
、
死
刑
を
含
む
刑
罰
を
遡
及
適
用
す
る
措
置
を
採
り
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
権
利
を
奪
っ
た
後
、
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
を
行
っ
た
。

(9)
目、円

p-
回ニロム
E-

第
二
節

生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
と
世
界
人
権
宣
言
と

の
関
連
性

世
界
人
権
宣
言
の
人
権
規
定
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
、

と
く
に
第
一
回
協
議
総
会
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
参
考
に
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
節
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
と
世
界

人
権
宣
言
と
の
関
連
性
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
と
世
界
人
権
宣
言
と

の
関
連
性
を
考
察
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
と
世
界
人
権
宣
言

こ
の
点
に
つ
い
て
、
協
議
総
会
の
法
律
行
政
問
題
委
員
会
の
報
告
者
で

あ
り
、
協
議
総
会
に
お
け
る
条
約
草
案
と
世
界
人
権
宣
言
と
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
出
石

g
は
、
一
九
四
九
年
九
月
五
日
第
一
回
協
議
総
会

に
お
け
る
彼
の
報
告
書

(
U
2・
〉
出
。
)
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
重
要

な
発
言
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
に
つ
い

て
の
基
準
設
定
と
い
う
一
般
問
題
:
:
:
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
た
っ
て
、
法

律
行
政
問
題
委
員
会
は
、
で
き
る
だ
け
国
際
連
合
総
会
に
よ
っ
て
採
択
さ

れ
た
『
世
界
人
権
宣
言
』
に
お
い
て
詳
し
く
一
不
さ
れ
た
規
定
を
使
用
し
た

方
が
良
い
と
考
え
た
(
こ
の
宣
言
の
道
徳
的
権
威
お
よ
び
価
値
の
ゆ
え
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
活
動
を
国
際
連
合
の
も
の
に
調
和
さ
せ
る
希
望
か

ら
)
o

権
利
お
よ
び
自
由
に
つ
い
て
の
条
約
草
案
は
、
で
き
る
だ
け
、
こ

(
l
)
 

の
国
際
文
書
を
土
台
と
し
た
」
。

こ
の
発
言
に
よ
り
、
国
際
的
な
人
権
基
準
、
す
な
わ
ち
世
界
人
権
宣
言

に
調
和
さ
せ
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
権
規
定
も
、
世
界
人
権
宣
言

(2) 

を
土
台
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
明
ら
か
に
な
る
。

北法49(3・126)622

協
議
総
会
の
条
約
草
案
と
世
界
人
権
宣
言
と
の
関
連
性

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
の
第
三
期
に
至
る
前
に
、
閣
僚
委

員
会
の
指
示
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
事
務
総
長
は
、
専
門
家
委

員
会
の
た
め
に
、

-aEmg
報
告
書
を
含
む
、
人
権
に
つ
い
て
の
集
団
的

保
障
を
定
め
る
予
備
的
条
約
草
案
を
準
備
す
る
報
告
書
を
出
し
た
。
こ
の

報
告
書
で
は
、
協
議
総
会
の
決
議
と
世
界
人
権
宣
言
と
の
関
連
性
、
特
に

人
権
に
つ
い
て
列
挙
方
式
を
と
っ
て
い
る
協
議
総
会
の
条
約
草
案
に
お
け



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

る
権
利
の
範
囲
お
よ
び
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
「
集
団
的
保
障
の
内
容
に
つ
い
て
、
協
議
総
会
お
よ
び
そ

の
法
律
行
政
問
題
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
こ
つ
の
問
題
に
直
面
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
川
保
障
さ
れ
る
権
利
の
列
挙
と
い
う
、
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
る
権
利
の
リ
ス
ト
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、

ω国
内
的
に

も
国
際
的
に
も
、
そ
れ
ら
の
権
利
の
設
定
に
つ
い
て
の
範
囲
お
よ
び
内
容

を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(
川
に
つ
い
て
は
、
|
|
筆
者
註
)
採
択
さ
れ
た
列
挙
に
つ
い
て
の
方

式
は
、
国
際
連
合
世
界
人
権
宣
言
(
一
九
四
八
年
一
二
月
一

O
日
)
に
つ

い
て
の
条
件
的
か
つ
選
択
的
な
言
及
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
協
議
総
会
に

よ
り
採
択
さ
れ
た
列
挙
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自

由
に
つ
い
て
の
特
別
な
言
及
は
、
必
ず
世
界
人
権
宣
言
に
基
づ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(ωに
つ
い
て
は
、
|
|
筆
者
註
)
以
上
の
脈
絡
に
お
い
て
、
協
議
総

会
の
決
議
で
用
い
ら
れ
た
方
式
に
つ
い
て
の
こ
つ
の
特
徴
に
注
意
が
払
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
に
、
決
議
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
条
項
で
示
さ
れ
て
い
な
い
権
利

お
よ
び
自
由
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
条
項
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

典
型
的
な
例
と
し
て
、
決
議
の
第
二
条
第
四
項
は
、
そ
も
そ
も
世
界
人
権

宣
言
第
一
一
一
条
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。
決
議
第
二
条
第
四
項
は
、
私

生
活
、
家
庭
生
活
、
家
お
よ
び
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
介
入

に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
世
界
人
権
宣
言
第
一
二
条
は
、

(
3
)
 

個
人
の
名
誉
お
よ
び
名
声
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
も
含
ん
で
い
る
。
確
か
に
、

言
及
の
範
囲
に
つ
い
て
の
問
題
は
生
じ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
協
議
総

会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
同
，
白
石
町
ロ
報
告
書
の
追
加
文
書
に
よ
っ
て
こ
れ

は
完
全
に
解
決
さ
れ
た
。
こ
の
追
加
文
書
は
、
(
世
界
人
権
宣
言
の
条
項

に
つ
い
て
の

l
i
筆
者
註
)
言
及
自
体
は
、
適
用
さ
れ
て
い
な
い
部
分

が
省
略
さ
れ
た
が
、
関
連
条
文
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
を
完
全
に
含
む
。

そ
う
す
る
と
、
言
及
の
範
囲
は
、

U
-
a
g報
告
書
の
追
加
文
書
に
お
い

て
引
用
さ
れ
た
(
世
界
人
権
宣
言
の
|
|
筆
者
註
)
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
(
4
)
 

て
再
現
さ
れ
た
割
合
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
百
四
位

mg報
告
書
七
頁
語
…
)
。

第
二
に
、
世
界
人
権
宣
言
か
ら
「
借
り
ら
れ
た
』
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト

は
、
決
議
の
言
及
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
に
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
世
界
人
権
宣
言
第
二
九
条
は
、
多
少
の
変
更
を
し
て
再

構
成
さ
れ
た
(
『
福
祉
』
が
「
安
全
』
に
置
き
換
え
ら
れ
た
)
。
こ
の
場
合
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
直
接
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
置
き
換
え
ら
れ
た
」

jヒ法49(3・127)623

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
(
協
議
総
会
の
|
|
筆
者
註
)
決
議
は
、
世
界
人
権
宣

言
に
お
い
て
示
さ
れ
た
す
べ
て
の
権
利
を
採
択
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
こ
の
決
議
は
、
選
択
的
で
あ
る
。
協
議
総
会
が
望
ん
だ
の
は
、
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最
大
限
の
内
容
で
は
な
く
、
「
短
期
間
に
お
い
て
達
成
し
う
る
最
小
限
の
、

し
か
も
民
主
主
義
の
生
活
様
式
に
つ
い
て
基
本
的
な
七
つ
、
八
つ
ま
た
は

(5) 

一
O
の
基
本
的
自
由
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
』

2
2伺
g)」。

生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
考
察

以
上
の
記
述
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
と
世
界
人

権
宣
言
と
の
関
連
性
、
す
な
わ
ち
協
議
総
会
の
条
約
草
案
に
お
け
る
世
界

人
権
宣
言
へ
の
言
及
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
前
述
の
事
務
総
長

に
よ
る
報
告
書
に
お
け
る
権
利
の
設
定
に
つ
い
て
の
範
囲
お
よ
び
内
容
に

つ
い
て
の
記
述
か
ら
、
さ
ら
に
第
一
節
に
お
け
る
生
命
権
条
項
の
制
定
の

背
景
お
よ
び
後
述
の
「
生
命
お
よ
び
身
体
の
安
全
」
と
い
う
並
列
に
つ
い

て
の
制
定
過
程
に
お
け
る
事
実
か
ら
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
前
述
の
事
務
総
長
に
よ
る
報
告
書
に
お
け
る
権
利
の
設
定
に

つ
い
て
の
範
囲
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
協
議
総
会
の

条
約
草
案
に
お
け
る
第
二
条
第
一
項
は
、
「
国
際
連
合
宣
言
第
三
一
条
、
第

五
条
お
よ
び
第
八
条
に
よ
る
身
体
の
安
全
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
に
い
う
「
身
体
の
安
全
」
が
、
草
案
の
ね
ら
い
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
「
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
、
自
由
お
よ
び

身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
世
界
人
権
宣
言
第
三

条
に
鑑
み
、
「
身
体
の
安
全
」
に
対
す
る
権
利
は
、
強
調
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
拷
閉
ま
た
は
残
虐
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品

位
を
傷
つ
け
る
取
り
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
を
受
け
な
い
」
と
い
う
世
界
人

権
宣
言
第
五
条
は
、
「
身
体
の
安
全
」
に
直
接
に
関
わ
っ
て
い
る
拷
問
・

取
り
扱
い
・
刑
罰
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
く
趣
旨
で
あ
る

こ
と
が
も
ち
ろ
ん
読
み
と
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
身
体
の
安
全
」
が
侵
害

さ
れ
た
場
合
、
「
権
限
の
あ
る
国
内
裁
判
所
に
よ
る
実
効
的
な
救
済
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
第
八
条
に
よ
り
、
権
利
が
救
済
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

北j去49(3・128)624

ま
た
、
「
こ
の
追
加
文
書
は
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
省
略
さ
れ

た
が
、
関
連
条
文
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
を
完
全
に
含
む
」
と
い
う
記
述

に
よ
る
と
、
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
の
言
及
に

基
づ
く
と
、
生
命
権
は
身
体
の
安
全
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。第
二
に
、
前
述
の
「
身
体
の
安
全
」
に
つ
い
て
の
条
約
草
案
第
二
条
第

一
項
は
、
「
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
、
自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
つ
い

て
の
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
に
由
来
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
生
命
の
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
世
界

人
権
宣
言
第
三
条
の
冒
頭
に
あ
る
権
利
が
、
条
約
草
案
第
二
条
第
一
項
に

含
ま
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
前
述
の
生
命
権
条
項
の
制
定
の
背
景
、
す

な
わ
ち
、
ナ
チ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
を
行
い
、
そ
し
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て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
勢
の
人
命
を
失
っ
た
戦
争
を
行
っ
た
と
い
う
制
定
時

の
歴
史
的
な
事
情
お
よ
び
、
生
命
権
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
「
身
体

の
安
全
」
が
条
約
草
案
の
人
権
規
定
に
つ
い
て
の
リ
ス
ト
の
冒
頭
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
「
身
体
の
安
全
」
に
対
す
る
保
護
を
通
し
て

生
命
権
を
保
障
す
る
と
い
う
条
約
の
制
定
者
意
思
が
再
び
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
条
約
の
制
定
者
意
思
は
、
後
述
の
第
三
節
で
述

べ
ら
れ
る
第
一
回
協
議
総
会
の
人
権
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
条
約
草
案

で
は
、
明
確
に
「
生
命
と
身
体
の
安
全
」
を
列
挙
し
た
と
い
う
記
述
か
ら

さ
ら
に
推
察
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
「
こ
の
条
約
の
す
べ
て

の
締
約
国
は
、
そ
の
管
轄
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
権
利
を
保
障
す
る
。

(a)
生
命
お
よ
び
身
体
の
安
全
:
:
:
」
と
い
う

並
列
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
並
列
が
行
わ
れ
る
前
に

は
、
身
体
の
安
全
は
、
生
命
の
安
全
を
含
む
は
ず
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

第
一
章
第
二
節
註

(
1
)
-
H河
咽
白
ニ
。
品
・

(
2
)
協
議
総
会
は
、
法
律
行
政
問
題
委
員
会
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た

報
告
書
に
つ
い
て
、
投
票
を
行
っ
た
。
そ
の
投
票
の
結
果
は
、
総

数
八
六
、
賛
成
票
六
四
、
反
対
票
一
、
棄
権
二
一
で
あ
る

(
M

↓
・
唱
曲
白
押
一
M
斗
h
F
)

。

(3)
協
議
総
会
の
条
約
草
案
第
二
条
第
四
項
の
条
文
に
つ
い
て
、
-

4

・ア曲目
N
N
∞
参
照
。

(
4
)
司

n
-
G
S
報
告
書
の
追
加
文
書
に
お
け
る
条
文
に
つ
い
て
、
-

叶
司
よ
白
押

M
C
E
#タ
昭
…
。

(
5
)
「
専
門
家
委
員
会
の
た
め
の
事
務
総
長
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
作

業
文
書
に
お
け
る
人
権
に
つ
い
て
の
集
団
的
保
障
を
定
め
る
予
備

的
条
約
草
案
に
つ
い
て
の
事
務
局
長
に
よ
る
準
備
報
告

Bon-
∞

M
M
)
」
(
凶
同
閉
ゾ
包
品
目
∞
)
。

第
三
節

生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト

の
変
化

確
か
に
、
公
表
さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の

準
備
文
書
に
お
い
て
わ
ず
か
し
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
部
分
は
、
主
に
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
に

集
中
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の

(1) 

生
命
権
に
つ
い
て
の
制
定
過
程
を
概
観
す
る
。
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

北法49(3・129)625
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条
約
の
制
定
過
程
に
お
け
る
生
命
権
条
項
の
テ
キ
ス
ト
の
変
化
に
つ
い
て
、

そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。

生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
の
概
観

初
め
て
の
第
一
回
協
議
総
会
の
条
約
草
案
で
は
、
生
命
権
自
体
は
言
及

す
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
協
議
総
会
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
関
す

る
報
告
者
を
務
め
た

d
s
g
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、

「
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
、
第
五
条
お
よ
び
第
八
条
に
よ
る
身
体
の
安

全
:
:
:
を
確
保
す
る
」
と
い
う
文
言
に
生
命
権
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
生
命
権
条
項
は
、

d
F
G
B
報
告
書
の
後
の

連
合
王
国
の
草
案
か
ら
発
展
し
て
き
た
。
一
九
五

O
年
二
月
四
日
に
、
専

門
家
委
員
会
の
審
査
で
、
連
合
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
法
律
専
門
家
で
あ
っ

た

O
R向
。
。
耳
目
。
ロ
が
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
っ
た
。

こ
の
提
案
は
、
そ
の
後
、
専
門
家
委
員
会
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
さ
ら

に
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
修
正
案

と
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
再
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
専
門
家
委
員
会
は
、
二
つ
の
見
解
に
分
か
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
保
護
さ
れ
る
基
本
的
人
権
お
よ
び
そ
れ
ら
の
権
利
に
対
す
る
制
限

が
で
き
る
限
り
詳
細
な
方
法
で
定
義
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る

|
|
特
に
連
合
王
国
を
代
表
す
る
委
員
を
含
む
|
|
見
解
で
あ
る
。
他

方
で
、
世
界
人
権
宣
言
の
条
項
に
基
づ
い
て
国
際
連
合
(
経
済
社
会
理
事

会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
|
|
筆
者
註
)
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択

さ
れ
た
権
利
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
列
挙
と
い
う
方
法
で
条
約
を
作
成
し

よ
う
と
い
う
l
|
特
に
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
委
員
を
含
む
|
|
見
解

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
家
委
員
会
に
と
っ
て
、
人
権
の
法
典
化
を

行
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
専

門
家
委
員
会
は
、
権
利
を
簡
潔
に
列
挙
し
た
案
と
、
そ
れ
ら
の
権
利
を
よ

り
詳
細
に
定
め
た
案
の
二
種
類
を
閣
僚
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

生
命
権
に
つ
い
て
、

A
案
(
簡
潔
に
列
挙
す
る
案
)
で
は
、
「
第
二
条

第
一
項

(a)
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
、
自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
対

す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

B
案
(
詳
細
に
規
定
す
る

案
)
で
は
、
「
1

法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決

の
後
に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
を
除
い
て
、
何
人
も
、

故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。

2

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次

の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
故

意
と
み
な
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め

似
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
に
抑
留
し
た
者
の
逃
亡
を
防

ぐ
た
め
例
暴
動
若
し
く
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
又
は
国
家
安
全
の

目
的
で
接
近
が
禁
止
さ
れ
る
明
確
に
画
定
さ
れ
た
区
域
へ
の
立
入
り
を
制

北i去49(3・130)626
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止
す
る
た
め
、
合
法
的
に
と
ら
れ
た
行
為
」
と
い
う
生
命
権
条
項
に
つ
い

て
の
連
合
王
国
提
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。

専
門
家
委
員
会
の
報
告
書
は
、
一
九
五
O
年
一
一
一
月
、
四
月
の
聞
に
、
第

三
回
閣
僚
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、

す
な
わ
ち
国
際
連
合
で
議
論
さ
れ
て
い
る
規
約
草
案
が
最
終
的
に
完
成
す

る
ま
で
、
こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
議
を
延
期
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
国

際
連
合
の
諸
機
構
に
よ
る
平
行
的
な
研
究
を
考
慮
し
な
が
ら
、
即
時
に
審

議
会
の
加
盟
国
の
法
律
専
門
家
に
報
告
書
の
審
議
を
さ
せ
る
か
の
点
に
お

い
て
、
相
違
し
た
見
解
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
閣
僚
委
員
会
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
政
治
的
決
定
の
た
め
の
素
材
を
準
備
す
る
た
め
に
、
一
九
五
O

年
六
月
の
は
じ
め
に
、
上
級
公
務
員
会
議
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
プ
ー

ル
で
招
集
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

上
級
公
務
員
会
議
は
、
一
九
五

O
年
六
月
八
日
か
ら
一
七
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
事
務
総
長
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
、
条
約
に
つ

い
て
の
特
定
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
上
級
公
務
員
会
議
も
、
権
利
が
簡

潔
に
列
挙
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
ま
た
は
そ
の
制
限
を
含
め
て
、
権
利
が

詳
細
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
に
直
面
し
た
。

上
級
公
務
員
会
議
は
、
条
約
草
案
に
つ
い
て
の
専
門
家
委
員
会
の

A
案
と

B
案
を
統
合
し
よ
う
と
試
み
た
。
上
級
公
務
員
会
議
は
、

B
案
を
そ
の
準

備
作
業
の
土
台
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
し
か
も

A
案
に
含
ま
れ
た
特
定

の
一
般
原
則
を
も
そ
れ
に
盛
り
込
も
う
と
試
み
た
。

こ
の
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
条
文
は
、
一
九
五
O
年

八
月
七
日
に
閣
僚
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
条
約
草
案
に
盛
り
込
ま

れ
、
そ
し
て
第
二
条
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
最
終
的
に
明
記
さ

れ
た
。

準
備
文
書
に
お
け
る
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
論
争

前
述
の
生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
概
観
に
お
い
て
、
一
つ

の
重
要
な
論
争
が
見
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義

と
の
論
争
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
生
命
権
条

項
の
制
定
の
経
緯
に
深
く
関
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
経

緯
を
解
明
す
る
た
め
に
、
こ
の
論
争
を
先
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、

(
a
)
第
一
回
協
議
総
会
、

(
b
)
専
門
家
委
員
会
、

(
C
)

上
級
公
務
員
会
議
、

(
d
)
第
二
回
協
議
総
会
の
法
律
行
政
問
題

委
員
会
、

(e)
第
五
回
閣
僚
委
員
会
と
い
う
区
分
に
よ
り
、
考
察
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

北j去49(3・131)627 

(a)

第
一
回
協
議
総
会

確
か
に
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
に
つ
い
て
の
最
も
代
表
的
な
論
争
は

第
三
期
に
起
こ
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
期
の
宣
言
期
に
お
け
る
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第
一
回
協
議
総
会
の
際
に
、
既
に
こ
の
論
争
の
種
が
蒔
か
れ
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
連
合
王
国
代
表
の

E
ヨ
ヨ
は
、
単
な
る
宣
言
的
な
形
で
は
、

な
か
な
か
信
頼
し
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
議
論
は
、
執
行
し
う
る
権
威
を

持
ち
、
ま
た
最
も
即
時
か
つ
実
効
的
な
方
法
に
よ
り
、
つ
ま
り
執
行
に
つ

い
て
の
詳
細
な
定
義
方
式
を
と
る
と
い
う
人
権
憲
章
の
採
択
に
よ
る
も
の

(
2
)
 

で
あ
る
と
発
言
し
た
。

b 

専
門
家
委
員
会

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
権
規
定
に
つ
い
て
の
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
と
の
論

争
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
、
第
三
期
で
あ
る
。
そ
の
記
述
は
、
一
九

五
O
年
二
月
二
四
日
に
「
閣
僚
委
員
会
に
対
す
る
専
門
家
委
員
会
に
よ
る

報
告
書
に
お
け
る
予
備
的
草
案

(
2
2
5
-
(主
に
お
い
て
一
不

さ
れ
た
。
そ
の
記
述
は
、
次
の
よ
う
に
概
観
さ
れ
る
。

(
4
)
 

二
つ
の
主
要
な
考
え
方
が
、
専
門
家
委
員
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
。

ま
ず
、
何
人
か
の
委
員
、
と
り
わ
け
、
連
合
王
国
と
オ
ラ
ン
ダ
の
代
表

は
、
「
保
護
さ
れ
る
基
本
的
権
利
お
よ
び
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
の
制

(
5
)
 

限
が
で
き
る
だ
け
詳
細
に
条
約
で
定
義
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し

た
。
と
く
に
、
連
合
王
国
政
府
の
。
児
向
。
。

5
0ロ
代
表
は
、
か
つ
て

z
r
E
R何
回
目
に
お
い
て
国
際
連
合
人
権
委
員
会
が
国
際
人
権
規
約
を
起

草
し
た
際
に
行
わ
れ
た
議
論
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
法
的
効
果
を
持
つ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
完
全
に
認
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
同
人

権
委
員
会
は
、
そ
れ
を
改
め
て
「
締
約
国
を
法
的
に
拘
束
す
る
こ
と
を
意

(
6
)
 

図
し
て
い
る
規
約
草
案
」
を
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
発
言
を
し

北法49(3・132)628

た。
確
か
に
、
定
義
と
い
う
作
業
は
困
難
か
つ
厄
介
な
も
の
で
あ
る
が
、

「
女
王
の
政
府
は
、
そ
の
困
難
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
で
代
表
さ
れ
て
い

る
相
対
的
に
少
数
の
加
盟
国
の
問
だ
け
に
あ
り
、
大
多
数
の
加
盟
国
が
幅

広
い
共
通
の
生
活
様
式
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
注
意
を
払
い
な
が

(
7
)
 

ら
、
合
意
は
達
成
さ
れ
う
る
」
と
続
い
て
強
調
し
た
。

連
合
王
国
政
府
は
、
「
人
権
に
つ
い
て
の
主
体
方
式
が
相
当
か
つ
十
分

に
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
、
ど
の
条
項
が
強
制
執
行
し
う
る
条
約
に
お
け
る

(8) 

包
括
規
定
に
相
応
し
い
か
ど
う
か
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と

考
え
た
。
さ
ら
に
、
連
合
王
国
政
府
は
、
専
門
家
委
員
会
の
代
表
が
明
確

な
定
義
を
内
容
と
す
る
条
約
に
同
意
す
る
立
場
に
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

(9) 

て
大
き
な
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。

他
方
で
、
専
門
家
委
員
会
の
そ
の
他
の
構
成
員
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス

お
よ
び
イ
タ
リ
ア
代
表
は
、
国
際
連
合
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ

た
方
法
で
条
約
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
加
盟
国
の
問
で
さ
え
も
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

ま
た
、
条
約
に
詳
細
な
規
定
を
含
め
る
た
め
に
、
制
限
に
つ
い
て
の
詳

細
な
リ
ス
ト
、
つ
ま
り
、
多
く
の
一
般
原
則
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
「
た
と
え
ば
、
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
国
際
連
合
人
権
委
員
会

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
制
限
に
つ
い
て
の
リ
ス
ト
(
第
五
回
委
員
会
の
報

告
書
に
つ
い
て
の
第
一
追
加
文
書
)
は
、
閣
僚
の
注
意
を
喚
起
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
制
限
に
つ
い
て
の
こ
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
定
義
は
、

国
連
人
権
委
員
会
の
方
式
を
主
張
す
る
見
解
が
目
指
し
て
い
る
リ
ス
ト
の

明
確
性
を
か
え
っ
て
失
わ
せ
る
、
多
く
の
一
般
概
念
を
も
含
ん
で
い
る

(
た
と
え
ば
、
『
公
共
の
品
位
お
よ
び
道
徳
に
つ
い
て
の
有
害
』
と
い
う

概
念
、
例
外
事
由
第
四
号
『
政
治
的
選
挙
に
つ
い
て
の
適
切
な
行
為
』
、(ω) 

例
外
事
由
第
七
号
『
国
家
安
全
』
、
例
外
事
由
第
九
号
『
官
涜
」
等
々
)
」
。

ベ
ル
ギ
ー
代
表
は
、
明
確
か
つ
詳
細
な
方
式
に
お
い
て
人
権
を
定
義
す

る
可
能
性
を
除
外
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
が
、
こ
の
作
業
が
実
現
す
る

た
め
に
長
い
時
間
を
使
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
効
率
的
作
業
、
す
な

わ
ち
重
要
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
機
構
を
設
け
る
こ
と
を
遅
延
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。
た
と
え
不
完
全
な
条
約
で
あ
っ

て
も
役
立
つ
機
能
を
来
た
す
か
も
し
れ
ず
、
当
分
の
間
人
権
の
列
挙
か
定

義
か
に
つ
い
て
の
結
論
を
決
定
し
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
意
見
を
、
続
い

(
日
)

て
主
張
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
人
権
規
定
の
方
式
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
に
直
面
し

な
が
ら
、
専
門
家
委
員
会
は
、
協
議
総
会
草
案
に
つ
い
て
の
研
究
に
基
づ

き
、
作
業
を
始
め
、
次
の
よ
う
な
選
択
的
方
法
を
土
台
と
し
た
す
べ
て
の

(ロ)

提
案
を
審
議
し
続
け
る
こ
と
と
し
た
。

専
門
家
委
員
会
は
、
人
権
の
列
挙
を
中
心
と
す
る

A
案
と
人
権
の
定
義

を
中
心
と
す
る

B
案
と
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
国
際
監
視
制
度
に
つ
い
て

の
意
見
の
分
岐
に
基
づ
き
、
人
権
の
列
挙
に
つ
い
て
の
〉
b
案
お
よ
び
人

(
日
)
(
は
)

権
の
定
義
に
つ
い
て
の
回
ゐ
案
を
並
記
し
た
。

そ
の
後
の
進
展
は
、
「
一
九
五
O
年
三
月
一
七
日
各
加
盟
国
の
外
交
閣

僚
に
対
す
る
事
務
総
長
か
ら
の
書
簡

(
m
R
0・
主
訴
訟
。
)
」
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

「
専
門
家
委
員
会
は
、
選
択
を
示
さ
ず
に
明
白
に
異
な
っ
た
概
念
に
対

応
す
る
様
々
の
選
択
肢
を
含
め
る
草
案
を
準
備
し
た
。
草
案
お
よ
び
そ
れ

に
伴
う
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
議
は
、
閣
僚
委
員
会
の
次
の
会
期
に
お
け

(
日
)

る
協
議
事
項
で
あ
る
」
。

以
上
の
概
観
か
ら
、
専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
列
挙
主
義
と
定
義
主
義

の
論
争
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
、
つ
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
家
委
員
会
で
は
、

一
方
で
は
、
協
議
総
会
草
案
を
土
台
と
し
た
概
念
に
基
づ
き
、
一
般
的
な

文
言
に
同
意
を
示
し
た
。
他
方
で
は
、
権
利
お
よ
び
そ
の
制
限
を
定
義
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
権
利
保
障
に
つ
い
て
の
規
約

を
起
草
す
る
国
際
連
合
委
員
会
が
と
っ
た
方
式
に
も
賛
成
を
示
し
た
。

北法49(3・133)629



研究ノート

(
C
)

上
級
公
務
員
会
議

「
一
九
五

O
年
六
月
八
日
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
上
級
公
務

員
会
議
の
議
事
録

(
U
2・
n玄妻、
2
3
0
)
戸
少
一
九
五

O
年
六
月
九
日
こ

に
お
い
て
も
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
論
争
は
や
は
り
激
し
く
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
争
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
う
る
。

ま
ず
、
連
合
王
国
代
表
の
出
。
同
町
は
、
「
作
成
さ
れ
る
条
約
は
、
締
約

国
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
に
拘
束
さ
れ
る
義
務
を
創
設
し
、
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ら
の
義
務
に
つ
い
て
の
明
確
な
範
囲
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
連
合
王
国
は
、
条
約
の
権
利
が
一
般
的
文
言
で
定
義
さ
れ
る

場
合
に
は
権
利
の
保
護
遵
守
が
回
避
さ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、

権
利
を
保
護
す
る
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
の
正
確
な
認
知
が
そ
の
義
務
を

締
約
国
に
容
易
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
定
義
主
義
の
立
場
を

と
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
の
宮
ロ
ョ
。
誌
は
、
列
挙
主
義
の
立
場
に
つ

い
て
の
誤
解
を
解
明
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
A
案
に
賛
成
し
た
人
々
は
、

B
案
(
定
義
主
義
)
の
主
張
と
同
様
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
の
最
小
限
度
の
規
定
に
反
対
す
る
よ
う
な
立
場
を
と
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、

B
案
を
強
調
す
る
考
え
方
は
、
多
く
の
留
保
を
伴
っ

た
条
項
を
含
む
人
権
規
約
に
つ
い
て
の
国
際
連
合
の
人
権
委
員
会
の
起
草

作
業
が
最
終
的
な
形
に
な
っ
た
と
は
未
だ
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、

実
現
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
意
見
が
示
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

次
の
段
階
に
お
い
て
妥
協
に
達
す
る
た
め
に
い
か
な
る
必
要
な
変
更
を
も

行
い
う
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
や
は
り
協
議
総
会
の
列
挙
主
義
に
賛
成

(
凶
)

す
る
」
0

北j去49(3・134)630

要
す
る
に
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
の
E
E
B
O
E
は、

A
案
は
重
要
な
原
則

を
土
台
と
し
、

B
案
を
採
択
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に

E
宮

P
R
g聞
の

最
初
段
階
に
あ
る
国
際
連
合
の
人
権
規
約
草
案
に
対
す
る
信
頼
度
を
維
持

(
げ
)

し
う
る
の
か
と
述
べ
て
、
引
き
続
き
列
挙
主
義
の
立
場
を
と
り
、

B
案
に

反
対
し
た
の
で
あ
る
。

上
級
公
務
員
会
議
の
各
国
の
代
表
が
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
か
は
、

次
の
議
事
録
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
「
一
九
五

O
年
六
月
一
一
一
日
午
後
の

会
議
の
議
事
録
」
に
よ
れ
ば
、
政
策
の
問
題
に
つ
い
て
上
級
公
務
員
会
議

の
代
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
権
利
に
つ
い
て
の
定
義

(
B案
)
ま
た
は
列

挙

(
A案
)
に
つ
い
て
、

B
案
に
同
意
し
た
の
は
、
連
合
王
国
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て、

A
案
に
同
意
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ト
ル
コ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
は
、
条
約
に
お
い
て
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
る
場
合
に
は

A
案
に
同
意



(
日
)

し
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は

B
案
に
同
意
す
る
、
と
い
う
意
見
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
閣
僚
委
員
会
に

対
す
る
報
告
書
の
テ
キ
ス
ト

B
o
n
-
Qふ
遣
問
よ
示
。
)
5
n玄
遣
問
よ
(
呂
)

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

-
品
U

〉

E
2
)
」
の
第
二
部
で
は
、
前
述
の
代
表
の
意
見
の
ほ
か
に
、
そ
の

他
の
代
表
の
意
見
も
示
さ
れ
た
。

ま
ず
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
統
合
に
つ
い
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
代
表
は
、
「
専
門
家
委
員
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
第
一

セ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
テ
キ
ス
ト
を
統
合
す

る
と
い
う
試
案
、
す
な
わ
ち
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
提

案
が
実
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
重
要
な
意
見
を
述
べ
た
。

こ
の
二
つ
の
国
の
代
表
は
、
政
府
の
立
場
を
留
保
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
意
見
を
も
と
に
し
た
提
案
は
、
上
級
公
務
員
会
議
の
多
数
に
よ
っ

て
支
持
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
は
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
テ
キ
ス
ト
を

(
問
)

含
む
妥
協
の
提
案
と
と
も
に
、
閣
僚
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。

次
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
連
合
王
国
の
代
表
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
、
「
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
定

義
主
義
と
列
挙
主
義
に
つ
い
て
の
良
い
妥
協
案
で
あ
る
と
考
え
、
彼
ら
が

(
初
)

そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
採
択
を
薦
め
る
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
ト
ル
コ
の
代
表
は
、
「
こ
の
妥
協
の
テ
キ
ス
ト
が
認
め
ら
れ

(
幻
)

う
る
と
い
う
意
見
を
も
示
し
た
が
、
ト
ル
コ
政
府
が

A
案
第
四
条
と
同
じ

(
幻
)

条
文
を
挿
入
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
条
約
の
単
一
の

(
幻
)

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
注
釈
」
に
お
け
る
第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
専
門

家
委
員
会
の
条
約
草
案
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

A
案
(
列
挙
主
義
)

と
B
案
(
定
義
主
義
)
を
統
合
す
る
た
め
に
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
っ
て

審
議
さ
れ
た
結
果
お
よ
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
理
由
が
示
さ
れ
た
。

「
一
方
で
、
上
級
公
務
員
会
議
が
、

A
案
に
含
ま
れ
る
い
く
つ
か
の
一

般
原
則
を
統
合
の
作
業
に
含
め
る
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
あ
り
え
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
作
業
が

A
案
の
支
持
者
に

B
案
を
よ
り
認
め
や
す

く
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

B
案
を
統
合

の
作
業
の
土
台
と
し
て
採
択
し
た
。
他
方
で
、
そ
も
そ
も

A
案
は
、
人
権

に
つ
い
て
の
詳
細
な
定
義
を
除
外
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
と
い
う
点
に
お

い
て
列
挙
主
義
国
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

A
案
の
シ
ス
テ

ム
は
、
権
利
の
列
挙
に
つ
い
て
の
国
際
連
合
世
界
人
権
宣
言
の
テ
キ
ス
ト

(M) 

を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
。

第
二
回
協
議
総
会
の
法
律
行
政
問
題
委
員
会

一
九
五
O
年
六
月
一
一
一
一
一
日
か
ら
二
四
日
ま
で
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
協
議
総
会
の
法
律
行
政
問
題
委
員
会
の
会
議
で
は
、
妥
協
案
は
同

意
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
「
閣
僚
委
員
会
に
対
す
る
上
級
公
務
員

北法49(3・135)631

d 
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会
議
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
報
告
書
」
に
つ
い
て
の
議
論

1

1
条
約
の

も
と
に
お
い
て
保
護
さ
れ
る
人
権
に
つ
い
て
の
列
挙
主
義
と
定
義
主
義
の

問
の
選
択

|
l
に
関
し
て
、
議
長
が
そ
の
議
論
を
説
明
し
た
後
に
、
法

律
行
政
問
題
委
員
会
は
、
妥
協
の
解
決
策
に
つ
い
て
の
内
容
に
限
り
、
し

か
も
そ
の
後
、
文
言
の
選
択
が
審
議
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

た
う
え
で
、
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
っ
て
薦
め
ら
れ
た
妥
協
案
に
同
音
訓
し

(
お
)

た。
( 

巴

第
五
回
閣
僚
委
員
会

一
九
五

O
年
八
月
三
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
第
五
回
閣
僚

(
お
)

委
員
会
は
、
列
挙
主
義
か
定
義
主
義
か
の
問
題
に
つ
い
て
上
級
公
務
員
会

議
が
達
し
た
妥
協
案
に
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
こ
の
段
階
で
最
終
的
合
音

(
幻
)

よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め
以
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
い
て
行
わ
れ
た
定
義

主
義
と
列
挙
主
義
に
つ
い
て
の
論
争
を
紹
介
し
て
き
た
。
第
一
回
協
議
総

会
を
は
じ
め
、
専
門
家
委
員
会
お
よ
び
上
級
公
務
員
会
議
に
わ
た
っ
て
、

人
権
規
定
に
つ
い
て
、
詳
細
に
定
め
る
こ
と
を
主
張
す
る
定
義
主
義
と
一

般
原
則
と
し
て
の
列
挙
を
主
張
す
る
列
挙
主
義
と
の
聞
の
対
立
は
、
そ
も

そ
も
妥
協
の
余
地
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
が
、
諸
事
情
を
勘
案
し
た

後
に
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
を
満
足
さ
せ
う
る
妥
協
案
が
作
成
さ
れ
た
。

そ
の
妥
協
案
で
は
、
定
義
主
義
案
を
中
心
に
し
て
列
挙
主
義
の
一
般
原
則

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
と
の
妥
協
に
よ
る
方
式

は
、
人
権
規
定
の
定
立
の
方
式
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

北11;49(3・136)632

準
備
文
書
に
お
け
る
生
命
権
に
つ
い
て
の
記
述

前
述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
け
る
定
義
主
義
と
列

挙
主
義
の
論
争
な
い
し
統
合
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
に
散
見
さ
れ
る
生
命
権
に
つ
い
て
の

記
述
を
踏
ま
え
て
、
第
一
節
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過

程
に
つ
い
て
の
四
つ
の
時
期
区
分
(
第
一
期
は
草
創
期
で
あ
り
、
言
、
つ
ま

で
も
な
く
、
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
言
及
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
す
る
記

述
は
な
い
の
で
、
第
二
期
の
宣
言
期
か
ら
始
め
る
)
に
従
い
、
生
命
権
条

項
の
制
定
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
示
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
お
け
る
日
付
の
前
後
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
に
お
け
る
記
述
の
前
後
順
序
に
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
の

編
成
順
序
に
従
い
、
生
命
権
条
項
の
制
定
の
経
緯
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、



準
備
文
書
で
は
、
生
命
権
条
項
の
変
更
に
つ
い
て
の
議
論
が
ほ
と
ん
ど
示

(
お
)

さ
れ
て
い
な
い
。

a 

ヨーロッパ人権条約第2条の11'命権について(1 ) 

第
二
期
(
宣
言
期
)
に
お
け
る
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
記
述

ま
ず
、
「
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
に
つ
い
て
の
維
持
お
よ
び
一
層
の

実
現
」
に
つ
い
て
の
第
一
回
協
議
総
会
の
一
般
的
討
論
に
お
い
て
、
フ
ラ

ン
ス
代
表
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
代
表
が
生
命
権
条
項
に
つ
き
発
言
を
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
代
表
の
佐
官
巴
は
、
初
め
て
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
に
近

い
生
命
権
条
項
に
言
及
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権
利
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
、
個
人
に

つ
い
て
の
権
利
で
あ
る
。
:
:
:
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
、
自
由
お
よ
び
個

(
ぬ
)

人
の
安
全
に
対
す
る
平
等
の
権
利
を
有
す
る
」
と
発
言
し
た
。

ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
代
表
の
玄
白
色
2
8
は
、
条
約
草
案
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
人
権
規
定
を
選
択
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
発
言
に
お
い
て
、

初
め
て
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
に
言
及
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
れ
わ
れ

の
世
代
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
、
自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全

に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
コ
メ
ン
ト
は
、
進
歩
に
つ
い
て
の
誇
称
で
あ
る
。
:
:
:
世
界
人
権
宣
言

は
、
三
O
ヵ
条
の
条
項
を
含
む
。
い
く
つ
か
は
、
人
権
に
つ
い
て
の
留
保

お
よ
び
列
挙
の
条
項
で
あ
り
、
い
く
つ
か
は
、
禁
止
の
条
項
で
あ
る
。
残

り
の
条
項
は
、
必
ず
し
も
等
し
く
有
効
性
を
有
し
て
い
な
い
。
第
一
条
お

よ
び
第
二
条
な
ら
び
に
第
三
条
か
ら
第
一
一
一
条
ま
で
は
、
留
保
な
し
に
す

(
ぬ
)

べ
て
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
た
。

こ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
代
表
の
発
言
に
よ
り
、
条
約
草
案
は
世
界
人
権
宣

言
に
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、
全
面
的
に
世
界
人
権
宣
言
を
導
入
す
る
こ

と
な
く
そ
の
な
か
の
条
項
の
性
質
に
よ
り
選
択
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
第

一
回
協
議
総
会
に
お
い
て
見
ら
れ
、
と
く
に
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
の
生

命
権
条
項
が
強
調
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

さ
ら
に
、

3
5
2
は
、
第
一
回
協
議
総
会
の
法
律
行
政
問
題
委
員
会

に
よ
る
審
議
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
の
質
問
表
と
と
も

に
法
律
行
政
問
題
委
員
会
の
議
長
に
対
す
る
書
簡
を
提
出
し
た
。
そ
の
な

か
の
追
加
文
書
で
は
、
「
各
国
の
囲
内
法
と
と
も
に
、
集
団
的
に
保
障
さ

れ
る
自
由
に
つ
い
て
の
リ
ス
ト
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
含
む
べ
き
な
の

(
出
)

か
。
同
身
体
の
安
全
。
:
:
:
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
質
問
表
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
人
権
は
、
そ
の
後
の
第
一
回
協
議

総
会
に
お
け
る
ロ
ロ

mg
に
よ
る
報
告
書
の
人
権
条
項
の
原
型
で
あ
る
と

言
え
よ
、
っ
。

Jヒi去49(3・137)633

そ
の
後
、
八
月
二
九
日
の
第
一
回
協
議
総
会
に
お
い
て
、
、
Ham-
再開刊ロは、

提
案

Bon-
〉
ニ
品
)
を
行
っ
た
。
そ
の
提
案
に
お
い
て
は
、
初
め
て
「
国

際
連
合
総
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
、
第
五
条
お
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(
幻
)

よ
び
第
八
条
に
よ
る
身
体
の
安
全
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
翌
日
の

法
律
行
政
問
題
委
員
会
に
お
い
て
は
、
提
案
に
含
ま
れ
た
こ
の
記
述
が
審

(
お
)

議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

続
い
て
、
叶
g
G
g
は
、
九
月
五
日
第
一
回
協
議
総
会
に
お
い
て
報
告

書

(
U
c
n

〉
出
。
)
を
提
出
し
た
。
初
め
て
「
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
・

自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
世
界
人

(
加
)

権
宣
言
第
三
条
を
そ
の
ま
ま
で
引
用
し
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
追
加
文
書

で
は
、

U
R
m
g
の
八
月
二
九
日
提
案
と
同
じ
よ
う
に
、
「
国
際
連
合
宣
言

(
お
)

第
三
条
、
第
五
条
お
よ
び
第
八
条
に
よ
る
身
体
の
安
全
」
と
な
っ
た
。

前
述
の
第
一
回
協
議
総
会
の
各
国
代
表
の
発
言
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
法

律
行
政
問
題
委
員
会
に
対
す
る

J
F
5
2
の
質
問
表
が
作
成
さ
れ
、
一
九

四
九
年
八
月
一
一
一
一
日
の
書
簡
・
八
月
二
九
日
の
提
案
・
九
月
五
日
の
報
告

書
と
い
う
経
過
を
経
て
、
九
月
八
日
に
採
択
さ
れ
た
閣
僚
委
員
会
に
対
す

る
第
一
回
協
議
総
会
第
一
八
次
会
議
第
三
八
号
勧
告
が
作
成
さ
れ
た
。

以
上
の
経
過
に
わ
た
り
、
最
後
に
、
出
石
町
ロ
の
報
告
書
を
中
心
と
し

て
作
成
さ
れ
た
第
一
回
協
議
総
会
の
人
権
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
条
約

草
案
で
は
、
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
条
文
の
変
化
が
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
第
一
部
第
一
条
こ
の
条
約
の
す
べ
て
の
締
約
国
は
、

そ
の
管
轄
領
域
に
お
け
る
す
べ
て
の
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
権
利
を
保

障
す
る
。
例
生
命
お
よ
び
身
体
の
安
全
:
・
:
・
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述

に
つ
い
て
、
特
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
区

別
さ
れ
な
か
っ
た
生
命
と
身
体
の
安
全
は
、
初
め
て
こ
の
第
一
回
協
議
総

会
の
人
権
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
条
約
草
案
に
お
い
て
区
別
さ
れ
た
こ

と
、
お
よ
び
今
ま
で
の
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
英
文
テ
キ
ス
ト
は
、

(
幻
)

E

お
2
ユ
門
司

C
司

自

U
2
8ロ
ョ
と
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
身
体
の
安
全
に
つ

い
て
の
英
文
テ
キ
ス
ト
が
，

d
n
E々
え

E
s
q・
(
肢
体
の
安
全
)
と
変
わ
っ

北法49(3・138)634

た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
期
(
論
争
期
)
に
お
け
る
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
記
述

生
命
権
条
項
は
、
第
二
期
(
宣
言
期
)
に
お
い
て
は
、
身
体
の
安
全
と

い
う
文
言
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
期

に
な
る
と
、
と
く
に
専
門
家
委
員
会
に
お
い
て
条
約
全
体
の
人
権
規
定
に

関
わ
る
定
義
主
義
(
条
約
の
人
権
規
定
を
詳
細
に
定
義
す
る
方
法
)
と
列

挙
主
義
(
世
界
人
権
宣
言
の
人
権
を
列
挙
す
る
方
法
)
の
論
争
(
前
述
の

二
で
考
察
さ
れ
た
)
に
お
い
て
、
定
義
主
義
の
主
張
が
強
く
な
っ
て
き
た

こ
と
に
伴
い
、
生
命
権
条
項
は
、
前
述
の
生
命
と
身
体
を
区
別
し
な
い
こ

と
と
は
対
照
的
に
、
独
立
し
て
取
り
扱
わ
れ
始
め
た
。
つ
ま
り
、
生
命
権

条
項
は
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
論
争
に
お
い
て
、
大
き
な
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
と
の
統
合

(
犯
)

に
つ
い
て
、
生
命
権
条
項
は
、
そ
の
「
適
切
な
例
証
」
で
あ
る
と
評
価
さ

b 



れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
生
命
権
条
項
の
テ
キ
ス
ト
の
変
化
に
つ
い
て
の
紹
介
お
よ

び
考
察
に
よ
り
、
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
生
命
権
条
項
の
変

化
は
、
事
務
総
長
・
専
門
家
委
員
会
・
上
級
公
務
員
会
議
と
い
う
三
者
に

よ
る
文
書
に
お
い
て
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
(
イ
)

事
務
総
長
に
よ
る
生
命
権
条
項
、
(
ロ
)
専
門
家
委
員
会
に
よ
る
生
命
権

条
項
、
(
ハ
)
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
る
生
命
権
条
項
、
と
い
う
一
二
つ
の

区
分
に
よ
り
、
そ
れ
を
紹
介
・
考
察
す
る
。

ヨーロ yパ人権条約第2条の'1命権について(1 ) 

事
務
総
長
に
よ
る
生
命
権
条
項

事
務
総
長
は
、
専
門
家
委
員
会
の
た
め
に
、
作
業
文
書
(
日
付
な
し
)

を
準
備
し
た
。
そ
の
第
二
部
に
お
け
る
、
次
の
よ
う
な
国
際
人
権
規
約
草

(
ぬ
)

案
と
協
議
総
会
草
案
と
の
比
較
は
、
注
目
に
値
す
る
。

「
(
国
際
人
権
規
約
草
案
)
第
五
条
第
一
項
は
、
(
第
一
回
協
議
総
会
の

1
1
筆
者
註
)
決
議
第
二
条
第
一
項
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
第
二
項
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
法
制
度
に
お
い
て
そ
れ
と
対

応
す
る
も
の
は
な
い
。
第
三
一
項
と
第
四
項
は
、
決
議
第
七
条
に
含
ま
れ
て

(ω) 

い
る
よ
う
で
あ
る
」
。

イ
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
(
国
際
連
合
総
会
に
よ
る
国
連
文
章
固

と
信
巴
ま
た
は
そ
れ
に
つ
い
て
芹
田
健
太
郎
教
授
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ

(
H
U
)
 

た
『
国
際
人
権
規
約
草
案
註
解
』
に
よ
れ
ば
、
「
第
六
条
」
に
な
る
)
の

内
容
と
第
一
回
協
議
総
会
草
案
第
二
条
第
一
項
お
よ
び
第
七
条
と
を
比
較

し
た
前
述
の
記
述
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
の
内
容
を
あ
て
は
め
る
場
合
、

次
の
よ
う
な
記
述
に
な
る
。

第
一
に
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
一
項
の
「
何
人
も
、
恋
意
的

に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。
生
命
に
対
す
る
す
べ
て
の
者
の
権
利
は
、

法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
」
は
、
「
国
際
連
合
宣
言
第
三
条
、
第
五
条

お
よ
び
第
八
条
に
よ
る
身
体
の
安
全
」
と
い
う
第
一
回
協
議
総
会
の
決
議

第
一
一
条
第
一
項
に
含
ま
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
二
項
の
「
死
刑
が
存
続
す
る

国
に
お
い
て
は
、
死
刑
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
宣
告
に
従
っ
て
、
か

っ
、
世
界
人
権
宣
言
の
諸
原
則
又
は
集
団
殺
害
罪
の
防
止
お
よ
び
処
罰
に

関
す
る
条
約
に
抵
触
し
な
い
法
律
に
よ
り
、
最
も
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て

刑
罰
と
し
て
の
み
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
の
法
制
度
に
お
い
て
そ
れ
と
対
応
す
る
も
の
は
な
い
。

第
三
に
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
三
項
の
「
死
刑
を
言
い
渡
さ

れ
た
い
か
な
る
者
も
、
特
赦
又
は
減
刑
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
死
刑

に
対
す
る
大
赦
、
特
赦
又
は
減
刑
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
お
よ
び
第
四
項
の
「
死
刑
は
、
妊
娠
中
の
女
子
に
対
し
て
執
行

(
必
)

し
で
は
な
ら
な
い
」
は
、
「
こ
の
集
団
的
保
障
の
目
的
は
、
保
障
さ
れ
る

北法49(3・139)635
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権
利
お
よ
び
自
由
を
含
め
る
各
締
約
国
の
法
律
お
よ
び
こ
れ
ら
の
法
律
の

適
用
が
、
国
際
司
法
裁
判
所
第
三
八
条
例
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
、
『
文

明
諸
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
法
の
一
般
原
則
』
に
よ
る
こ
と
を
確
保
す

る
」
と
い
う
協
議
総
会
の
決
議
第
七
条
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
は
、
第
一
回
協
議
総
会
の
要
請
お
よ
び
第
三
国
閣
僚
委
員
会

の
指
示
に
よ
り
、
国
際
人
権
規
約
草
案
と
協
議
総
会
の
決
議
に
関
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
審
議
会
の
事
務
総
局
に
よ
る
比
較
に
お
い
て
、
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
比
較
の
内
容
は
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の

生
命
権
に
つ
い
て
の
適
用
に
影
響
を
与
え
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
適
用
を
行
、
っ
か
ど
う
か
は
、
現
行
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

以
上
の
記
述
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
本
節
の
最
後
に
お
い
て
行
う
。

(
ロ
)
専
門
家
委
員
会
に
よ
る
生
命
権
条
項

専
門
家
委
員
会
は
、
前
述
の
事
務
総
長
に
よ
り
準
備
さ
れ
た
文
書
に
基

づ
き
、
生
命
権
条
項
を
含
む
条
約
草
案
を
審
議
し
た
。
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
第
二
条
の
テ
キ
ス
ト
の
骨
格
と
な
っ
た
の
は
、
専
門
家
委
員

会
に
よ
る
生
命
権
条
項
で
あ
る
。
こ
の
生
命
権
条
項
は
、
国
際
人
権
規
約

草
案
に
つ
い
て
の
連
合
王
国
の
改
訂
案
お
よ
び
専
門
家
委
員
会
に
お
い
て

連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
由
来
し
た
。

ま
ず
、
国
際
人
権
規
約
草
案
に
つ
い
て
の
連
合
王
国
の
改
訂
案
は
、
第

六
回
国
際
連
合
経
済
社
会
理
事
会
の
人
権
委
員
会
に
よ
る
報
告
の
抜
粋

Bon-
〉
ゴ
。
)
に
お
い
て
、
「
人
権
お
よ
び
そ
の
実
施
措
置
に
つ
い
て
の

北法49(3・140)636

国
際
人
権
規
約
草
案
に
つ
い
て
の
政
府
の
コ
メ
ン
ト
」
に
お
け
る
「
一
九

五
O
年
一
月
四
日
事
務
総
長
に
よ
っ
て
受
理
さ
れ
た
連
合
王
国
政
府
の
コ

メ
ン
ト
」
と
し
て
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

第
五
条
女
王
の
政
府
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ

ン
ス
、
レ
バ
ノ
ン
お
よ
び
連
合
王
国
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
、
国
際
連
合

人
権
委
員
会
の
報
告
書
の
追
加
文
書

2
(型
己
ご
)
に
含
ま
れ
た
こ
の
条

項
の
改
訂
が
次
の
よ
う
に
一
不
さ
れ
る
場
合
、
(
こ
の
条
項
の
テ
キ
ス
ト
が

|
|
筆
者
註
)
実
質
的
か
つ
完
全
に
満
た
さ
れ
う
る
し
、
よ
り
明
白
に

な
る
と
考
え
る
。

何
人
も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。

死
は
、
死
刑
が
合
法
的
で
あ
る
国
に
お
い
て
裁
判
所
の
言
い
渡

し
に
よ
る
こ
の
刑
罰
に
つ
い
て
の
執
行
か
ら
生
じ
る
場
合
を
除
く
、

と
い
う
原
則
以
外
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
例
外
も
な
い
。

(
必
)

3

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必
要

な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
故
意
と
み
な
さ
れ
な
い
。

例
不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め

1 2 



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

川
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
抑
留
か
ら
の
逃
亡
を
防
ぐ
た
め

川

w

暴
動
若
し
く
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
目
的
の
た
め
、
又
は
国
家
安

全
の
目
的
で
接
近
が
禁
止
さ
れ
る
明
確
に
画
定
さ
れ
た
区
域
へ
の

(

川

明

)

立
入
り
を
制
止
す
る
た
め
、
合
法
的
に
と
ら
れ
た
行
為

と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
、
協
議
総
会

の
決
議
第
二
条
に
つ
い
て
の
修
正
案

(Don-
〉
ゴ
唱
)
は
、
一
九
五

O
年

一
一
月
二
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
の
専
門
家
委
員
会
第
一
次
会
議
に
お
い
て
、

審
議
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

連
合
王
国
政
府
は
、
こ
の
委
員
会
に
起
草
を
要
請
さ
れ
た
条
約
が
、
人

権
に
つ
い
て
の
国
際
連
合
規
約
に
関
す
る
最
終
的
な
草
案
の
テ
キ
ス
ト

(
第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
総
括
規
定
参
照
、
二
八

l
二
九
頁
、

更
己
ご
)
に
現
れ
た
、
い
く
つ
か
の
条
項
を
含
め
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

国
際
連
合
規
約
草
案
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
改
訂
の
第
五
条
は
、
生
命

の
剥
奪
を
含
む
犯
罪
者
の
刑
罰
に
言
及
し
て
い
る
。
専
門
家
委
員
会
が
、

提
案
さ
れ
た
新
し
い
条
約
に
お
い
て
、
こ
の
条
項
を
含
め
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
場
合
、
連
合
王
国
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
が
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

1

法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
の
後
に
裁

判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
を
除
い
て
、
何
人
も
、

故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。

2

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必
要

な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
故
意
と
み
な
さ
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、

a
 

1
0
 

不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
{
寸
る
た
め

合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
に
抑
留
し
た
者
の
逃
亡

を
防
ぐ
た
め

判
暴
動
若
し
く
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
又
は
国
家
安
全
の
目

的
で
接
近
が
禁
止
さ
れ
る
明
確
に
画
定
さ
れ
た
区
域
へ
の
立
入
り

(
M
W
)
 

を
制
止
す
る
た
め
、
合
法
的
に
と
ら
れ
た
行
為

国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
に
つ
い
て
の
連
合
王
国
政
府
の
改
訂
案
と

そ
の
後
の
専
門
家
委
員
会
に
お
い
て
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て

提
案
さ
れ
た
内
容
は
、
い
く
つ
か
の
箇
所
を
除
い
て
、
現
行
条
約
の
生
命

(
必
)

権
条
項
の
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

定
義
主
義
を
主
張
す
る
前
述
の
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
る
生
命

権
条
項
に
つ
い
て
の
修
正
案
が
専
門
家
委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
提
出
さ

れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
五

O
年
二
月
七
日
専
門
家
委
員
会
第
一

次
会
議
は
、
や
は
り
列
挙
主
義
を
中
心
と
し
た
第
一
回
協
議
総
会
の
作
業

を
土
台
と
し
て
条
約
草
案
に
つ
い
て
の
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
キ
ス
ト
草

案
を
作
成
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
列
挙
主
義
に
基
づ
く
生
命
権
条
項
に
つ

~t1去49(3 ・ 141)637
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い
て
の
条
約
草
案
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
の
第
三
条
第
一
項
は
、
「
す
べ
て
の

者
は
、
生
命
、
自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
」

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
列
挙
主
義
的
な
生
命
権
条
項
は
、
一
九
五
O
年
二
月
一
五

日
専
門
家
委
員
会
第
一
次
会
議
に
お
け
る
「
人
権
お
よ
び
基
本
的
権
利
に

つ
い
て
の
維
持
お
よ
び
一
層
の
実
現
の
た
め
の
予
備
的
な
条
約
草
案
第
一

(
灯
)

セ
ク
シ
ョ
ン
」

(
0
2
・
〉
巴
凶
)
に
も
現
れ
た
。

そ
の
列
挙
主
義
的
な
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
、
一
九
五
O
年
三
月
六
日

の
専
門
家
委
員
会
第
二
次
会
議
に
お
い
て
、
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
は
、

前
述
の
「
予
備
的
な
条
約
草
案
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
の
修
正
案

(
必
)

を
再
び
提
出
し
た
。
第
二
条
に
つ
い
て
の
修
正
案
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
0

1

法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
の
後
に
裁

判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
を
除
い
て
、
何
人
も
、

故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。

2

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必
要

な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
故
意
と
み
な
さ
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、

a
 

Lυ 

不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め

合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
に
抑
留
し
た
者
の
逃
亡

を
防
ぐ
た
め

判
暴
動
若
し
く
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
又
は
国
家
安
全
の
目

的
で
接
近
が
禁
止
さ
れ
る
明
確
に
画
定
さ
れ
た
区
域
へ
の
立
入
り

(ω) 

を
制
止
す
る
た
め
、
合
法
的
に
と
ら
れ
た
行
為
。

今
ま
で
の
条
約
草
案
で
示
さ
れ
た
の
は
列
挙
主
義
的
な
条
項
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
専
門
家
委
員
会
第
二
次
会
議
に
お
け
る
条
約
に
つ
い
て
の
予
備
的

草
案

Bon-2角道
2
3
0
)
主一〉

SN)
は
、
列
挙
主
義
案
お
よ
び
定
義

主
義
案
を
並
列
し
始
め
た
。
そ
こ
で
は

A
案
(
定
義
主
義
)
と

B
案
(
列

挙
主
義
)
と
い
う
形
で
一
不
さ
れ
て
い
る
。

A
案
第
三
条
の
内
容
は
、
前
述

の
「
予
備
的
な
条
約
草
案
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
修
正
案
」
の
も

(ω) 

の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

北法49(3・142)638

そ
し
て
、

B
案
第
二
条
第
一
項
削
の
内
容
は
、
前
述
の
「
一
九
五
O
年

一
一
月
七
日
専
門
家
委
員
会
第
一
次
会
議
の
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
キ
ス
ト

(
日
)

草
案
」
に
お
け
る
第
三
条
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
専
門
家
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
前
述
の

A
案
と

B
案
は
、

生
命
権
条
項
を
含
む
人
権
規
定
を
示
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
的
な
人

権
保
障
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
人
権
裁
判
所
の
設
置
に
つ
い
て
の
条
項

を
も
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
権
裁
判
所
の
設
置
に
反
対
し
た

法
律
専
門
家
の
意
見
も
あ
っ
た
の
で
、
専
門
委
員
会
は
、

A
案
と

B
案
に

(
臼
)

対
し
て
〉
b
案
お
よ
び
∞
b
案
を
も
作
成
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
生
命
権

条
項
を
示
し
た
草
案
は
、

A
案
と
〉
ゐ
案
お
よ
び

B
案
と
∞
b
案
に
分
か



一
九
五
O
年
三
月
一
六
日
専
門
家
委
員
会
は
、
閣
僚
委
員
会
に
対

し
て
提
出
し
た
報
告
書

Bon-nzミ
2
3
0
)
5
〉

S
S
に
お
け
る

第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
の

A
案
と
〉
b
案
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
二
条
第
一
項
例

は
、
前
述
の
専
門
家
委
員
会
第
二
次
会
議
に
お
け
る
条
約
に
つ
い
て
の
予

備
的
草
案
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「

B
案
(
列
挙
主
義
)
」
と
全
く

(
臼
)

同
じ
で
あ
る
。

れ
た
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

そ
し
て
、
そ
の

B
案
と
哩
ω
案
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
三
条
は
、

1

法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
の
後
に

裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
を
除
い
て
、
何
人

も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。

2

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必

要
な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
故
意
と
み
な
さ
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、

a
 

L
U
 

不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め

合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
な
抑
留
か
ら
の
逃

亡
を
防
ぐ
た
め

c
 
暴
動
若
し
く
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
又
は
国
家
安
全

の
目
的
で
接
近
が
禁
止
さ
れ
る
明
確
に
画
定
さ
れ
た
区
域
へ

(M) 

の
立
入
り
を
制
止
す
る
た
め
、
合
法
的
に
と
ら
れ
た
行
為

と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
B
案
と
更
ω
案
」
の
内
容
は
、
前
述
の
「
専
門
家
委
員
会

第
二
次
会
議
に
お
け
る
条
約
に
つ
い
て
の
予
備
的
草
案
」
第
一
セ
ク
シ
ョ

ン
に
お
け
る
「
A
案
(
定
義
主
義
)
」
と
比
べ
る
と
、
い
く
つ
か
の
コ
ン

マ
ま
た
は
セ
ミ
コ
ロ
ン
に
つ
い
て
修
正
を
加
え
ら
れ
た
ほ
か
は
、
全
く
同

(
日
)

じ
で
あ
る
。

(
ハ
)
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
る
生
命
権
条
項

現
行
条
約
第
二
条
に
お
け
る
す
べ
て
の
文
言
は
、
以
下
の
草
案
に
お
い

て
ほ
と
ん
ど
が
示
さ
れ
た
。
一
九
五
O
年
六
月
一
四
日
上
級
公
務
員
会
議

は
、
前
述
の

B
案
と
∞
b
案
に
つ
い
て
の
新
し
い
草
案

(
0
2・
内
室
¥
垣
間
V

A
F
(

忌
)
申
込

-3N)
を
作
成
し
た
。
そ
の
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、

(
日
)

そ
の
第
三
条
は
、す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ
て
保

(
幻
)

護
さ
れ
る
。

2 

何
人
も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
法

律
で
死
刑
を
定
め
ら
れ
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
有
罪
の
判
決
の
後

に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

~I:i去49(3 ・ 143)639

3 

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必

要
な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
前
項
の
違
反
と
み
な
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さ
れ
な
い
。

例
不
法
な
暴
力
か
ら
他
人
を
守
る
た
め

川
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
な
抑
留
か
ら
の
逃

亡
を
防
ぐ
た
め

例
暴
動
又
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
合
法
的
に
と
ら
れ
た

(
時
)

行
為

と
さ
れ
て
い
る
ひ

こ
こ
の
生
命
権
条
項
は
、
前
述
の
「
専
門
家
委
員
会
に
よ
っ
て
提
出
さ

れ
た
閣
僚
委
員
会
に
対
す
る
報
告
書
」
に
お
け
る

A
案
と
〉
b
案
お
よ
び

B
案
と
∞
b
案
と
比
べ
て
、
次
の
点
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
「
す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
る
」
と
い
う
第
一
項
は
、
先
に
考
察
し
た
定
義
主
義
お
よ
び
列

挙
主
義
に
つ
い
て
の
妥
協
案
か
ら
見
る
と
、
お
そ
ら
く
A
案
と
〉
b
案
の

列
挙
主
義
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
は
い
え
、
な
ぜ
世
界
人
権
宣
言
第
三
条

に
な
い
「
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
の

か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
草
案
で
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
専
門
家
委
員
会
の
た
め
の
事
務
総
長
に

よ
る
作
業
文
書
に
鑑
み
る
と
、
国
際
人
権
規
約
草
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
推
察
さ
れ
う
る
。

第
二
に
、
前
述
の
専
門
家
委
員
会
の
た
め
の
事
務
総
長
に
よ
る
作
業
文

書
に
お
け
る
生
命
権
条
項
か
ら
、
「
連
合
王
国
の
専
門
家
に
よ
っ
て
提
案

さ
れ
た
協
議
総
会
の
決
議
第
二
条
に
つ
い
て
の
修
正
案
」
に
か
け
て
、
今

ま
で
の
生
命
権
条
項
第
二
項
削
に
お
け
る
「
国
家
安
全
の
目
的
で
接
近
が

禁
止
さ
れ
る
明
確
に
画
定
さ
れ
た
区
域
へ
の
立
ち
入
り
を
制
止
す
る
た
め
」

と
い
う
文
言
は
、
上
級
公
務
員
会
議
の
こ
の
新
し
い
草
案
に
お
い
て
削
除

さ
れ
た
。

北法49(3・144)640

第
三
に
、
も
と
も
と
の
第
二
項
に
お
け
る
「
故
意
と
み
な
さ
れ
な
い
」

と
い
う
文
言
は
、
「
前
項
の
違
反
と
み
な
さ
れ
な
い
」
に
変
わ
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
い
う
「
前
項
の
違
反
」
は
、
「
故
意
」
を
置
き

換
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
次
の
目

的
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
「
故
意

と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
は
、
「
例
不
法
な
暴
力
か
ら
他
人
を
守
る
た
め
、

似
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
な
抑
留
か
ら
の
逃
亡
を
防
ぐ

た
め
、
例
暴
動
又
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
合
法
的
に
と
ら
れ
る
行

為
」
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
絶
対
に
必
要
な
実
力
の
行
使
を
す
る
場
合
、

「
故
意
と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
前
項
の
違
反
」
と
は
、
第
二
項
の
「
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
故
意
と
み
な
さ
れ
な
い
」

と
「
前
項
の
違
反
と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
の
相
違
に
注
目
す
る
と
、
例
制

判
の
各
号
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、



本
稿
第
二
章
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
「
恋
意
的
に
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」

ま
た
は
そ
の
他
の
基
準
で
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
余
地
が
出
て
く
る
と
評

価
さ
れ
よ
う
。

ヨーロ yパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

(
m出
)

第
四
に
、
若
干
の
英
文
テ
キ
ス
ト
も
変
え
ら
れ
た
。

第
五
に
、
も
と
も
と
生
命
権
条
項
は
、
生
命
・
自
由
お
よ
び
身
体
の
安

全
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
と
い
う
列
挙
主
義
の
形
で
含
ま
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
最
初
は
、
身
体
の
安
全
は
、
生
命
の
保
護
を
含
ん
で
い
た
。
そ

し
て
身
体
の
安
全
が
、
生
命
の
安
全
と
肢
体
の
安
全
に
区
別
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
生
命
の
安
全
が
独
立
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
草
案
に
お
い
て
、
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
完
全
に

自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
と
区
別
さ
れ
始
め
た
。
す
な

わ
ち
、
自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
は
、
別
の
条
項
で
あ

(ω) 

る
第
五
条
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
命
に
対
す
る
権
利
と
自
由
お
よ

び
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
の
区
別
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
生
命

権
が
既
に
完
全
な
一
つ
の
人
権
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う

重
要
な
意
義
を
持
つ
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
上
級
公
務
員
会
議
は
、
単
一
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
条
約
草

案
の
報
告
書
に
追
加
し
た
条
約
草
案

B
o
n
-
n
玄遠回よ(凶
C)5
〉
宅

gE

&
同
一
〉
-
主
同
)
を
続
い
て
提
出
し
た
。
そ
の
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の

保
護
に
つ
い
て
の
条
約
草
案
の
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
第
二
条
は
、

す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
る
。

2 

何
人
も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
法

律
で
死
刑
を
定
め
ら
れ
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
有
罪
の
判
決
の
後

に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必

要
な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
こ
の
条
文
の
違
反
と

み
な
さ
れ
な
い
。

判
不
法
な
暴
力
か
ら
他
人
を
守
る
た
め

川
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
な
抑
留
か
ら
の
逃

亡
を
防
ぐ
た
め

仲
暴
動
又
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
合
法
的
に
と
ら
れ
た

(
山
山
)

行
為

と
さ
れ
て
い
る
。

3 

こ
の
追
加
さ
れ
た
条
約
草
案
は
、
前
述
の
「
上
級
公
務
員
会
議
に
よ
る

B
案
と
∞
b
案
に
つ
い
て
の
新
し
い
草
案
」
と
比
べ
る
と
、
一
カ
所
し
か

違
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
第
三
項
の
「
前
項
の
違
反
と
み
な
さ
れ
な
い
」

か
ら
、
「
こ
の
条
文
の
違
反
と
み
な
さ
れ
な
い
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
こ
の
条
文
の
違
反
と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
は
、
生
命
権

北法49(3・145)641
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全
体
の
条
文
の
違
反
と
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

後
に
述
べ
ら
れ
た
「
恋
意
的
に
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」
基
準
を
含
む
第
二

項
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、
第
一
項
の
「
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
」

の
基
準
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
よ
う
。

第
四
期
(
決
着
期
)
に
お
け
る
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
記
述

第
三
期
に
お
け
る
専
門
家
委
員
会
お
よ
び
上
級
公
務
員
会
議
は
、
閣
僚

委
員
会
に
政
治
的
な
決
定
を
行
わ
せ
る
た
め
に
、
開
催
さ
れ
て
き
た
。
条

約
に
お
け
る
人
権
規
定
に
つ
い
て
の
列
挙
主
義
を
と
る
か
、
定
義
主
義
を

と
る
か
と
い
う
問
題
が
既
に
妥
協
案
の
形
と
し
て
解
決
さ
れ
た
以
上
、
条

約
草
案
は
、
閣
僚
委
員
会
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

ま
ず
、
一

九
五
O
年
八
月
四
日
に
第
五
回
閣
僚
委
員
会
の
小
委
員
会
は
、
上
級
公
務

員
会
議
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
条
約
草
案

B
o
n
-
Q忌
(
凶

C
)
凶

M
-
〉
-
留
品
)

を
採
択
し
た
。
そ
の
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
第
二
条
は
、

1

す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ
て
保

議
さ
れ
る
。
何
人
も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。
た

だ
し
、
法
律
で
死
刑
を
定
め
ら
れ
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
有
罪
の

判
決
の
後
に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

生
命
の
は
く
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
白
的
の
た
め
に
絶
対
に
必

C 

2 

要
な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
、
こ
の
条
文
の
違
反
と

北法49(3・146)642

し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
な
い
。

何
不
法
な
暴
力
か
ら
他
人
を
守
る
た
め

川
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
な
抑
留
か
ら
の
逃

亡
を
防
ぐ
た
め

例
暴
動
又
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
合
法
的
に
と
ら
れ
る

(
臼
)

行
為

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
条
約
草
案
は
、
前
述
の
「
上
級

公
務
員
会
議
の
草
案
報
告
書
に
追
加
し
た
条
約
草
案
」
と
比
べ
る
と
、
第

一
項
と
第
二
項
が
併
記
さ
れ
、
第
一
項
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
小
委
員
会

の
草
案
第
二
項
は
、
前
述
の
草
案
第
三
項
よ
り
い
く
つ
か
の
文
言
が
追
加

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
の
条
文
の
違
反
と
み
な
さ
れ
な
い
」
か
ら

「
こ
の
条
文
の
違
反
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
な
っ

(
臼
)

た
。
そ
し
て
、
一
九
五
O
年
八
月
七
日
第
五
回
閣
僚
委
員
会
は
、
改
め
て

「
条
約
草
案

Bon-
〉

3
3
)
」
を
採
択
し
た
。
そ
の
第
二
条
は
、
前
述

の
「
小
委
員
会
の
条
約
草
案
」
と
比
べ
る
と
、
英
文
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て

(ω) 

一
カ
所
し
か
異
な
ら
な
い
。

注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
九
五

O
年
八
月
七
日
か
ら
二

八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、
第
二
回
協
議
総
会
第
一
部
第
三
追
加
文
書
に
お
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一
九
四
九
年
九
月
八
日
に
採
択
さ
れ
た
閑
僚
委
員
会
に
対
す
る
勧

告
の
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
閣
僚
委
員
会
の
指
示
を
受
け
て
開
催
さ
れ

た
専
門
家
委
員
会
お
よ
び
上
級
公
務
員
会
議
の
生
命
権
条
項
に
関
す
る
提

案
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
第
二
条
第
一
項
は
、
第
一
回
協
議

総
会
の
草
案
の
ま
ま
で
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
協
議
総
会

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
議
会
的
機
関
と
い
う
役
割
を
果
た
し
、
条
約

に
つ
い
て
の
決
定
的
な
権
限
を
持
つ
と
考
え
、
閣
僚
委
員
会
が
単
な
る
執

行
機
関
だ
け
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
協
議
総
会

の
条
約
草
案
で
は
、
妥
協
案
の
テ
キ
ス
ト
を
含
ま
ず
に
、
第
二
条
第
一
項

は
、
「
国
際
連
合
宣
言
第
三
条
、
第
五
条
お
よ
び
第
八
条
に
よ
る
身
体
の

(
白
山
)

安
全
」
だ
け
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
「
第
二
回
協
議
総
会
の
共
同
文
書
に
お
い
て
公
刊
さ
れ
た
テ

キ
ス
ト
」
に
お
け
る
第
二
条
は
、
前
述
の
「
一
九
五
O
年
八
月
七
日
第
五

回
閣
僚
委
員
会
に
よ
る
条
約
草
案
」
と
比
べ
る
と
、
第
二
項
判
の

E
E
宅
E
=
日
二
白
宮
口
『
。
『
円
吉
宮
号
。
回
目
3

は
、
z
-
g
ミ
=
=
〕
三
。
=
z
m
吉
『
吉
田
町
4
4

に
変

(
山
山
)

わ
っ
た
と
い
う
一
カ
所
し
か
異
な
ら
な
い
。

続
い
て
、
事
務
総
局
は
、
協
議
総
会
に
よ
っ
て
薦
め
ら
れ
た
採
択
す
べ

き
条
項
お
よ
び
閣
僚
委
員
会
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
て
い
な
い
条
項
に
つ
い

て
の
ノ

l
ト
を
含
む
協
議
総
会
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
草
案
に
つ
い
て
の

テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
文
書

Bon-〉
ω巴
∞
)
を
準
備
し
た
。
そ
の
第
一

け
る

セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
第
二
条
は
、
前
述
の
「
第
二
回
協
議
総
会
の
共
同

文
書
に
お
い
て
公
刊
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
」
と
比
べ
る
と
、
E
円
白
骨

2
3
を
抜

い
た
第
二
項
仰
の
z
E垣内ロ
ξ
問
。
三
宮
司
巴
号
。
田
町
三
を
、
再
び
E
-
白
宅
『
z
-
q
s
r

g
F
2
5
E門司
go--
に
戻
し
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
一
カ
所
し
か
異
な
ら

(
釘
)

、‘、
a
A
ν

9
h
u
u
 

最
後
に
、
「
第
六
回
閣
僚
委
員
会
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
た
後
の
一
九
五

O
年
一
一
月
四
日
ロ

l
マ
で
署
名
さ
れ
た
条
約
の
最
終
的
な
テ
キ
ス
ト
」

で
は
、
そ
の
第
二
条
は
、
前
述
の
「
協
議
総
会
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
草

案
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
」
と
比
べ
る
と
、
英
文
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
二

(
同
叩
)

カ
所
が
異
な
っ
て
い
る
。

生
命
権
条
項
の
構
成

第
一
回
協
議
総
会
で
列
挙
主
義
的
な
生
命
権
条
項
が
主
に
示
さ
れ
、
そ

し
て
専
門
委
員
会
で
定
義
主
義
的
な
生
命
権
条
項
が
提
案
さ
れ
、
列
挙
主

義
と
定
義
主
義
の
論
争
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
上
級
公
務
員
会
議
で
二
つ

の
主
義
を
統
合
す
る
妥
協
案
が
作
成
さ
れ
、
生
命
権
条
項
を
含
む
妥
協
案

が
閣
僚
委
員
会
お
よ
び
第
二
回
協
議
総
会
の
採
択
を
受
け
た
後
、
生
命
権

条
項
は
、
最
終
的
な
決
着
を
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
基
づ
き
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
構
成
は
、
次

の
よ
う
に
な
さ
れ
う
る
。

四

北j去49(3・147)643
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世
界
人
権
宣
言
は
、
そ
の
第
三
条
で
、
「
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
、
自

由
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
」
こ
と
を
規
定
し
て

い
る
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
冒
頭
の
部
分
に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
第
一
項
第
一
文
で
生
命
権

を
確
認
し
、
そ
し
て
「
故
意
に
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」
お
よ
び
そ
の
但
書

規
定
で
あ
る
死
刑
を
科
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
二
丈
を
規
定
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
条
第
二
項
は
、
生
命
の
剥
奪
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
条
約
の
違
反
を
構
成
せ
ず
に
行
わ
れ
う
る
三
つ
の
場
合
を
列
挙
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
二
条
は
、

ー
す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
る
。
何
人
も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。
た

だ
し
、
法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
の

後
に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

生
命
の
剥
奪
は
、
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
絶
対
に
必
要

な
実
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
条
に
違
反
し
て

行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
な
い
、

何
不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め

似
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
合
法
的
に
抑
留
し
た
者
の
逃

亡
を
防
ぐ
た
め

2 

と
規
定 (c)
し為
ての
いえた
る巴め

暴
動
ま
た
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
合
法
的
に
と
っ
た
行

北法49(3・148)644

五

ま
と
め

以
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
に
よ
り
、
現
行
条
約
第
二

条
の
生
命
権
条
項
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
変
化
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
第
二
期
の
宣
言
期
か
ら
で
あ
る
。
第
二
期
の
宣
言
期
に

は
、
「
第
二
条
第
一
項
国
際
連
合
宣
言
第
三
条
、
第
五
条
お
よ
び
第
八

条
に
よ
る
身
体
の
安
全
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
生
命
権
条
項
の
原
型
が

見
ら
れ
た
。
第
三
一
期
の
論
争
期
に
至
っ
て
、
現
行
条
文
に
か
な
り
近
い
骨

格
が
つ
く
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
専
門
家
委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
連
合

王
国
政
府
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
草
案
は
、
か
な
り
の
部
分
で
上
級
公
務

(
叩
)

員
会
議
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
第
四
期
の
決
着
期
で
は
、
若
干
の

英
文
テ
キ
ス
ト
が
修
正
さ
れ
た
ほ
か
は
、
第
三
期
の
草
案
と
同
じ
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
条
文
は
、
第
三

期
に
お
い
℃
連
合
王
国
政
府
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
草
案
に
よ
り
、
ほ
ぼ

形
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
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つ
い
て
、
生
命
権
条
項
の
制
定
に
つ
い
て
の
重
要
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
第
三
期
の
論
争
期
に
お
け
る
「
専
門
家
委
員
会
の
た
め
の
事

務
総
長
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
作
業
文
書
(
日
付
な
し
)
第
二
部
に
お
け

る
国
際
人
権
規
約
草
案
と
協
議
総
会
草
案
と
の
比
較
」
に
基
づ
き
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
で
若
干
の
考
察
を
行
う
。

第
一
に
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
第
一
文
と
第

三
文
の
「
す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
る
。
何
人
も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」
と
い
う
文
言
は
、

も
と
も
と
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
の
「
す
べ
て
の
者
は
、
生
命
、
自
由
及

び
身
体
の
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
」
と
い
う
規
定
に
由
来
し
、
さ
ら
に
上

級
公
務
員
会
議
の
条
約
草
案
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
「
法
律
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
る
」
と
い
う
文
言
は
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
一
項
に
由

(η) 

来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
二
項
の
内
容
が
第
一
回
協
議

総
会
の
条
約
草
案
に
お
い
て
そ
れ
と
対
応
す
る
も
の
は
な
い
と
述
べ
ら
れ

た
が
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
第
二
文
の
但
書
規

定
「
法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
の
後
に
裁
判
所

の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
は
、
連
合

壬
国
政
府
の
国
際
人
権
規
約
草
案
に
つ
い
て
の
修
正
案
を
通
し
て
、
国
際

人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
二
項
の
「
死
刑
が
存
続
す
る
国
に
お
い
て
は
、

死
刑
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
宣
告
に
従
っ
て
、
:
:
:
刑
罰
と
し
て
の

(η) 

み
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
ら
、
導
入
さ
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

第
三
に
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
二
項
の
「
世
界
人
権
宣
言
の

諸
原
則
又
は
集
団
殺
害
罪
の
防
止
お
よ
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
に
抵
触
し

な
い
法
律
に
よ
り
、
最
も
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
」
の
裁
判
所
の
死
刑
の

言
い
渡
し
な
ら
び
に
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
三
項
の
「
死
刑
を

言
い
渡
さ
れ
た
い
か
な
る
者
も
、
特
赦
又
は
減
刑
を
求
め
る
権
利
を
有
す

る
。
死
刑
に
対
す
る
大
赦
、
特
赦
又
は
減
刑
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
お
よ
び
、
第
四
項
の
「
死
刑
は
、
妊
娠
中
の
女
子
に

対
し
て
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会

の
事
務
総
局
に
よ
る
国
際
人
権
規
約
草
案
と
協
議
総
会
の
条
約
草
案
と
の

比
較
に
よ
る
と
、
「
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
含
め
る
各
締
約
国

の
法
律
お
よ
び
こ
れ
ら
の
法
律
の
適
用
」
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
三
項
お
よ
び
第
四
項
を
含

む
「
各
締
約
国
の
法
律
お
よ
び
こ
れ
ら
の
法
律
の
適
用
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
文
明
諸
国
の
認
め
る
法

の
一
般
原
則
」
に
調
和
す
る
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
裁
判
所
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

jヒI去49(3・149)645
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第
一
章
第
三
節
註

(
1
)
印

8
切・
0
・
閉
山
〉
玄
門
司
〉
同
〉
Z
-

豆
町
守
色
sh
ミ
〉
ミ
丘
町
N

A

刊
号

F
3
R
E
D
3
5
H
E
S
Sヨ
S
E
E
P
H
二日ョ。
z
コ。
F
E

H
Z
H
Z
叶巴
N
Z
〉叶向。
Z
〉
「
「
〉
者
凶
、
吋
'
品
目
(
苫
∞
凶
)
・

(
2
)

一H，
-m-mH同国
・

(
3
)
凶叶司・・同門
M
U
M
-

(
4
)
凶叶・司よ
E
i
H
M
凶ム

(
5
)
h
h・

(6)
た・

(
7
)
足・

(
8
)
凶
司
司
唱
曲
【
M
凶mF

(
9
)
H
A
 

(
叩
)
足
・

(日
)

M

H

，
司
・
白
円
以
∞
-

(
ロ
)
十
円
司
J
E
H
E
-

(
日
)
品
、
『
司
ニ
包
お
い
。
・

(
凶
)
列
挙
、
玉
義
案
は
、
〈
全
玉
一

(OU
カ
条
か
ら
な
る
(
品
十
‘

定
義
主
義
案
は
、
全
一
四
ヵ
条
か
ら
な
る
(
品
叶

-P
同
二
品
目
主
)
。

(
日
)
品
、
円

-ra∞M
・唱ム

(
凶
)
品

H
司
よ
担
円
呂
∞
'
ニ
。

(
口
)
で
ご
v--a-E・
こ
の
点
に
つ
い
て
、
当
時
、
国
際
連
合
人
権
委

員
会
は
、
第
六
会
期
で
実
体
規
定
の
改
訂
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
よ

う
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
最
終
案
で
は
な
か
っ
た
。
他
方

で
、
こ
の
よ
う
な
定
義
方
式
を
用
い
る
と
、
国
際
人
権
規
約
と
の

食
い
違
い
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
懸
念
が
し
ば
し
ば
列

挙
主
義
支
持
の
代
表
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
(
薬
師
寺
公
夫
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
準
備
作
業
の
検
討
(
上
ご
神
戸
商
船
大
学
紀
要

第
一
類
文
科
論
集
一
一
一
一
一
号
(
一
九
八
三
年
)
五
四
頁
註
一
六
)

0

(
日
)
品

Hm-
民
コ
∞
い
-
0
・
ベ
ル
ギ
ー
お
よ
び
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
は
、

人
権
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
る
場
合
に
は
、
判
例
に
よ
り
一
般
原
則

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
列
挙
主
義
を
支
持
す
る
と

い
う
態
度
を
と
っ
た
(
薬
師
寺
・
前
掲
論
文
(
註
げ
)
四
八
頁
)
。

(
日
)
結
局
、
こ
の
提
案
に
よ
り
、
現
行
の
報
告
書
に
付
加
さ
れ
て
い

る
条
約
草
案
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
が
構
成
さ

れ
た
(
品
同
司
よ
巳
M
品目山)。

(
却
)
品
、
『
・
司
ニ
巳
M
品∞-

(
幻
)
第
四
条
は
、
「
締
約
国
が
保
障
さ
れ
る
権
利
及
び
自
由
を
い
か
に

構
成
し
か
っ
保
護
す
る
か
に
つ
い
て
の
諸
原
則
を
定
め
る
権
利
を

有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
締
約
国
が
広
範
な
裁
量

権
を
有
す
る
と
い
う
留
保
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(
薬
師
寺
・
前
掲
論
文
(
註
げ
)
四
四
頁
)
。

(幻
)

A

F

叶
匂

-aNム∞

(
お
)
こ
の
注
釈
は
、
上
級
公
務
員
会
議
と
専
門
家
委
員
会
に
よ
っ
て

提
出
さ
れ
た
条
約
草
案
の
聞
の
原
則
的
な
相
違
を
説
明
し
、
強
調

す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
。

(μ)
品
叶
匂

-aM凶∞

北法49(3・150)646



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

(お)山明、
H
J

司・・呂∞・

(
お
)
詳
し
く
は
、
油
、
円
戸
担
問
凶
。
示
参
照
。

(
幻
)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
薬
師
寺
・
前
掲
論
文
(
註
口
)
五
O
頁
参
照
。

(却

)
U
S
g
自
身
は
、
「
議
論
な
し
に
最
も
基
本
的
な
人
権
を
一

O
ヵ
条
に
定
め
て
採
択
し
て
き
た
」
と
指
摘
し
た

(
N
H
P
己

コ宝石)。

E
-∞・

2t再
開
戸
、
H
，

E
E
E
2
4
5
z
g
a
E包
囲
。
，

E
〉
Z
向。
Z〈開
z
d
o
z
。
Z
出
口
玄
〉
Z
E。
雪
国
凶
A
H
(

同
事
吋
)
一
項
目

F-〉玄

〉
・
∞
内
甲
山
〉
国
〉
印
唱
吋
E
句
。
内
hH
『E
、
2
b
~守
町
苫
閃
竜
也
、
町
民
、
同
司
hh5ba
均九
h
p
H
h

同λ
同
宅
・
九
ヨ
叶
回
開
〉
回
O
「口
a

円。
z
。
-U42開
。
開
〉
42
司凹
Z〉
F4JR-Z
同ZJ『開問-

Z〉]『
5
Z〉
F
F〉宅・
M
M
A
H
(
-
A
X
W

吋)

(
却
)
】
叶
・
喝
・
4

白ニ凶品・

(
却
)
-
↓
・
ア
白
押

EO--
品N
・

(
訂
)
一
九
四
九
年
八
月
一
一
一
一
日
の
書
簡

(
0
2
・
〉

-
3
2
Hア
己

戸

S)
。

(詑

)
-
H
P
同
二
昆
・
八
月
一
一
一
一
日
の
書
簡
に
お
け
る
「
身
体
の
安
全
」

と
い
う
文
言
の
前
に
は
、
八
月
二
九
日
提
案
に
お
い
て
「
世
界
人

権
宣
言
第
三
条
、
第
五
条
お
よ
び
第
八
条
に
よ
る
」
と
い
う
限
定

的
な
文
言
が
追
加
さ
れ
た
。

(
お
)
法
律
行
政
問
題
委
員
会
の
議
事
録

B
o
n
-
〉

EN)
に
よ
る
(
]

-4・P
世田コ
M

参
照
)
0

(制
)
-
4
・
戸
白
こ
ま
・

(
お
)
戸
A
J匂
-
-
R
H
O
E
-

(
お
)
-
↓
・
ア
同
門
出
品
・

(
幻
)
田
畑
茂
二
郎
H

松
井
芳
郎
H
竹
本
正
幸
川
口
薬
師
寺
公
夫
『
国
際

人
権
条
約
・
宣
言
集
』
[
第
二
版
]
(
東
信
堂
・
一
九
九
四
年
)
九

頁
は
、

J
n
n
E
々
。
同
司
S
C
R
e
の
邦
訳
を
「
身
体
の
安
全
」
と
し
て

い
る
。

(
お
)
〉
・
国

-m。回開問、『印
o
z
-
E
C玄〉
Z
E。
z-「回目
Z
開
C問
。
司
間
当

(
N
a
m
a

】
匂
)
可
斗
)

(
却
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
国
際
人
権
規

約
草
案
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
者
に
よ
っ
て
参
考
に

さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
記
述
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

(刊
)

M

H

司ニ担問
M
吋
a・

(
灯
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
に
お
け
る
「
第
五
条
」
が
、

な
ぜ
国
際
連
合
総
会
に
よ
る
団
連
文
書
と
巴
巴
ま
た
は
芹
田
健

太
郎
編
訳
『
国
際
人
権
規
約
草
案
註
解
』
に
お
け
る
「
第
六
条
」

に
な
る
の
か
と
い
う
と
、
「
民
族
自
決
権
」
条
項
が
挿
入
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
芹
田
健
太
郎
編
訳
『
国

際
人
権
規
約
草
案
註
解
』
(
有
信
堂
・
一
九
八
一
年
)
八
|
一
六

頁
参
照
。

(
位
)
国
際
人
権
規
約
草
案
に
つ
い
て
の
国
際
連
合
総
会
の
公
式
文
書

K
M由
巳
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
注
解
(
英
文
)
は
、
邦
文
に
翻
訳
さ

れ
た
。
国
際
連
合
総
会
に
よ
る
国
連
文
書
と
邑
沼
、
二
九
|
一
一
一
O

頁
、
芹
田
・
右
書
七
一
l
七
四
頁
。

(
必
)
も
と
も
と
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
「
そ
れ
が
次
の
目
的
の
た
め
に
」

に
対
応
す
る
英
文
が
な
い
が
、
田
畑
H
松
井
H
竹
本
H
薬
師
寺
・

~l:ì.去49(3 ・ 151)647
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前
掲
書
(
註
幻
)
三
五

O
頁
に
あ
る
邦
訳
に
お
い
て
付
け
加
え
ら

れ
た
。
こ
れ
以
下
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
に
、
芹
田
健
太

郎
『
悶
際
人
権
条
約
・
資
料
集
』
(
有
信
堂
・
一
九
八
二
年
)
四
八

頁
に
お
い
て
も
そ
の
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

(
叫
)
凶

4
・-
u
-
a
Z
E
'
Z∞・

(
江
川
)
凶
叶
戸
島
二
∞
。
-
∞
品
・
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
の
主
な
関
心
は
、

「
司
法
手
続
を
経
な
い
生
命
剥
奪
の
例
外
的
許
容
事
由
を
定
義
す

る
こ
と
」
に
あ
り
、
ま
た
、
「
仲
の
よ
う
に
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
植

民
地
等
で
の
吋
暴
動
又
は
反
乱
』
を
鎮
圧
す
る
た
め
の
実
力
行
使
」

に
あ
ろ
う
(
薬
師
寺
公
夫
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
準
備
作
業
の

検
討
(
中
こ
神
戸
商
船
大
学
紀
要
第
一
類
文
科
論
集
三
三
号
(
一

九
八
四
年
)
三

O
頁
)
。
さ
ら
に
、
こ
の
法
文
全
体
は
、
犯
罪
者
の

取
り
扱
い
で
あ
る
と
読
み
う
る
し
、
そ
の
第
二
項
は
、
死
刑
を
言

い
渡
し
せ
ず
に
生
命
の
は
く
奪
を
「
法
の
強
制
執
行
」
の
一
種
と

し
て
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
命
の
保
護
に
対
す
る
権
利
は
、

ほ
と
ん
ど
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
評
さ
れ
た
。
-
同
町
内
4
0
岡
田
内
戸
。
冨
〉

E
S
豆旬、
S
F
H
S
U
K
F

芯
叶
回
開
伺
口
問
。
司
開
〉
Z
切
J

円回、『間玄明
O
問、『
Z開市問。斗開門リ↓
-ozo-u
出
口
玄
〉
z

m目。同吋臼
M
O
∞ロ。円相
M
(
知
的

FL『
富
田
nιo口白
E
2
h
L・四円目印ニ-甲唱一凶)・

(
必
)
こ
の
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
英
文
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
次

の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、

国
際
人
権
規
約
草
案
第
五
条
第
一
項
と
第
二
項
は
、
専
門
家
委
員

会
の
連
合
王
国
提
案
の
第
一
項
と
な
っ
た
。
国
際
人
権
規
約
草
案

第
五
条
第
二
項
の
「
と
い
う
原
則
以
外
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
例

外
も
な
い
」
(
」
庁
『
2
z
z
z
g
a
g
E
8
8
吾仲間

Em--)
は、

削
除
さ
れ
た
。
第
二
に
、
若
干
の
英
文
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
コ
ン
マ
・

セ
ミ
コ
ロ
ン
な
ど
も
変
わ
っ
て
き
た
。
国
際
人
権
規
約
草
案
第
五

条
か
ら
専
門
家
委
員
会
の
連
合
王
国
提
案
へ
行
く
と
、
第
二
項
の

J
担
〈
刊
垣
FO叫
叩
仏
刊
町
民
『
『
刊
凹
ロ
-
Z
E
同FC回
目
印
円
即
席
目
当
町
四
同
町
円
由
同
法
曲
目

問

VEロ岡田
E
B
g民
岡
田
宮
垣
内
E--
『『。ヨ同
ZmmHmnzz。ロ

O町田
EnF
白勺
mw

ロ巳門司

E

R
g
E
2
8
5円
士
吉
田
g
円相ロ円目。

E
S
E
-
3
は
、
第
一
項
の
，

d
g

z
P
0
2
2
5
0口
色
丹
}
お
お
ロ
円
2
3
0同
昏
伺
円
。
ロ
巳
『
。
--05口問

z
u

no口三
nzoEC『
曲
円
ロ
呂
問
問
。
円
垣
E
n
F
E回目岩山口問
-
Q
U
色白山口四円四

σvニ由垣・
3

に
な
り
、
第
三
項
の

E口明白

C『
F
B
m
垣
E
n
E
5
5
5
0
5
円E
=

与
E
-
E
o
q
g
n
g
g
q
・9
は
、
第
二
項
の

E
5
0
丘
町
OEO-
耳
窓
口

Z
Z

口
Oご
5
8
円F
S
Z
与田
GEm-可
ロ
m
n
g
g
q叫
に
な
り
、
第
三
項
(
-
)

の

J
E
g
n白川
3
は
、
第
二
項
(
白
)
の

E丘
三
g
n向。
3
に
な
り
、
第
三
一

項

(E)
の

z
m
F
2
Z
Z
E
h
S
2
3
お
よ
び

Z
2
2
0身
一
。
『
コ
は
、

第
二
項
(

σ

)

の
か
か
皇
刊
円
二
塁
室
内
5
2
3
お
よ
び
か

&220吾
コ
に
な

り
、
第
三
項
(
医
)
の
か
が
吉
田
巴
弓
開
口
円
吉
田
暗
号
診
『
℃

sue-gmコ
お
よ
び

動小田町

-ORq
円
片
山
口
白
色
立
田
8
3
は
、
第
二
項
(

σ

)

の

Z
5
2ロ・
2
2
0ロ
O『

『。『

-
g
z
E
E
mョ
お
よ
び
か

d
g
E
u己
冊
目
ロ
包
立
宮
町
田
ェ
に
な
っ
た
。

(
幻
)
?
門
司
ニ
同
門
出
品
・

(
特
)
提
案
さ
れ
た
修
正
案
の
一
覧
表

Bon-
〉

苦
U
)

に
よ
れ
ば
、

連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
修
正
案
の
な
か

に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項
に
つ
い
て
の
修
正
案

Bon-
〉
ゴ
唱
)

北法49(3・152)648



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

を
含
む
五
つ
の
修
正
案
は
、
す
べ
て
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
で

あ
る
。
お
向
。
。
耳
目
。
=
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(組
)

M

H

P

包
M
∞M
o

こ
の
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
る
「
専
門

家
委
員
会
予
備
的
草
案
」
第
二
条
に
つ
い
て
の
修
正
案
は
、
本
文

の
邦
訳
か
ら
見
る
と
、
変
更
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
は
、
修
正
さ
れ
た
英
文
テ
キ
ス
ト
が
多
く
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
項
の

Jzm
お
2
2
3
0
ご
z
n
g
E
2
か
ら
ぷ
田
町
E
2
8
0叫白

nOE--
へ
、
第
二
項
の

EEぉ
。
町
内
OR0・
呈
HFn士
山
口
2
E
C
8
円E
三回

忌由。
-
E
B
q
E
0
8
g旬
、
.
か
ら
ま
E
8
0
2
0
R白
老

E
n
z
U
D
O
B
O
B
吾
告

白v
g
z
s
q
5
8
a
R〕
三
コ
へ
、
第
二
項
n)
の

zn庁
間
々
円
日
目
白
ロ
色
目
uzl

nn∞
コ
か
ら

z田町
-Rq-可
己
町
民
間
】
邑
立
田
口
恒
三
に
変
更
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
の
修
正
案
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
は
、

新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
前
述
の
国
際
人
権
規
約
草
案
に
つ
い
て

の
連
合
王
国
政
府
の
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

(
叩
)
凶
同
司
-
m
w

同
凶
ロ
ム
ム
・

(
日
)
凶

H
p
a
凶N
0
・

(
臼
)
前
述
の

A
案
は
、
定
義
主
義
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
報
告
書
に
あ

る
A
案
と
〉
b
案
は
、
列
挙
主
義
に
な
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の

B

案
は
、
列
挙
主
義
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
報
告
書
に
あ
る

B
案
と

回

b
案
は
、
定
義
主
義
に
な
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
置
き
換
え

が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

(
臼
)
品
、
門
司
J

白
門
誌
-

(
U
A
)

晶
吋

--rhw門凶∞・

(
日
)
す
な
わ
ち
、
第
一
項
の

z
E
U
-
-
P
E
S
E
O
E
-
-可3
か
ら
、

EEz

-
-
F
5
2
5ロ
邑
可
3

に
変
更
さ
れ
、
第
二
項
削
の
，
Fー
か
ら
、
川
川
の

U
3

に
変
わ
っ
た
。

(
国
)
戦
時
ま
た
は
人
民
の
利
益
を
脅
か
す
公
共
の
緊
急
事
態
に
お
け

る
条
約
の

n
w
g
m
E
t
g
条
項
が
第
二
条
に
な
っ
た
の
で
、
生
命
権

条
項
は
、
第
三
一
条
に
移
っ
た
(
品
、
門
戸
包

ZM)
。

(
町
)
こ
の
上
級
公
務
員
会
議
草
案
は
、
こ
の
第
一
項
を
付
け
加
え
た
。

「
お
そ
ら
く
世
界
人
権
宣
言
第
三
条
に
近
づ
け
る
た
め
だ
ろ
う
か
」

と
元
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
忠
君
お
ロ
に

よ
り
指
摘
さ
れ
た
o

』
目
印
・

2
者
自
ゴ
・
叶
臣
〉
宅
巳

2
4
5
z
。明

叶
回
開
開
C問。司
-vpzn。
Z
〈
巴
L

↓-。
z
o
z
E
C玄
〉

z
m問。司吋回
M
申
(
-
唱
品
。
)

(
日
)
今
月
司
-
e
a
z
v
z
h
r

(
印
)
す
な
わ
ち
、
第
一
項
の

F
F
E
z
-
-
P
E
g同FOE--可
田
空
白
3

か
ら
、

第
二
項
の

z
E
乙
5
5
5
z
o
s
-
-ア
申
告
叩
ョ
へ
、
第
二
項
の

d
加

E
E

a
a
E
R
E
S
E
-
-
e
か
ら
、
第
三
項
の
ゆ
再
開
問
同
-aa
白
明
白
円
。
=
5〈
g
a

EOEO同
S
2
5
8
E呂
志
『
恒
常
823
へ
修
正
さ
れ
た
。

(
伺
)
品
、
口
〆
包
-
∞
少
M
M
O
岨
出
品
u
u
‘
己
》
・
咽
包
括
-
-
M
M
-
E
∞
参
照
。

(臼
)

h

品竺F竺、(己U
。2口
.
門
リ
玄
¥
者
司
品
(
凶
。
)
}
申
告
コ
m
H
R
内
玄
¥
垣
市
ム
(
凶
。
)
志
円
相
沖
〉

-aN)
第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
」
に
お
け
る
第
二
条
は
、
前
述
の
「
条

約
に
つ
い
て
の
単
一
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
注
釈
に
お
け
る
草
案

報
告
書
に
追
加
し
た
条
約
草
案
」
に
お
け
る
生
命
権
条
項
と
同
じ

で
あ
る
(
晶
司
戸
包
当
品
)

0
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Art. 2. 1. Everyone's right to life shall b巴protectedby law 

No one shall be deprived of his life intentionally save in the 

execution of a sentence of a court following his conviction of a 

crime for which this penalty is provided by law. 

2. Deprivation of life shall not be regarded as inflicted 

in contravention of this Article when it results from the use of 

force which is no more than absolutely necessary: 

a. in defence of any person from unlawful violence; 

b. in order to effect a lawful訂restor to prevent the 

escape of a person lawfully detained; 

c. in action lawfully taken for the purpose of queUing a 

flOt or msurrectlOn 

COUNCIL OF EUROPE， EUROPEAN CONVENTION ON HUMAN 

RIGHTS COLLECTED TEXTS 4-5 (1987) 

制{..!' IJ G 点-Þ{~("\エい G常信!2'回要=三手本=主将
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(己)2 T.P.， at 352. 

(に)事1~-<難(四1111旧総川崎~~兵士時制4~' {]] -IH .w吋~-nl容さを G
{~.q川~("\エ νG礎票よj シ子製{f.\!!2' 回経〈鑓報認と」排Fく

杓与~~-\J~二小課課ゐ E民必与二 ν 二時。 SeeASBJ0RN ET AL.， 

THE UNIVERSAL DECLARATION OF HUMAN RIGHTS: A 

COMMENTARY，73 (1992). 

(包)5 T.P.， at 76 

(~) 時J~~("\ エ νGfポ-þ{ 1ト砕 Kι4ヰ吋'むや G忍G~金同士主'

ぷG吋小'P;♀~O 。梢$;;"-'jiji;1型Gl時総事長111i1!!(¥G“asa con-

traventlOn"当' 可ら糊E民側e掛時保事長11四e“as inflicted in 
contravention" -'J {:.示。， jiji;1ヨGlmト株主張111腎三G“effectlaw-
ful arrest or to prevent an escape"さ， -:S1Kf-'眠司目Glmト線総11

障さe“effect a lawful arrest or to prevent escape"よJ{:.若干 {.!O
(苫)がぶ~-t0'毛1Kf-'眠術~吋 0ν採草長年U ヰヰ{..!様立体総会♂

E道芸~~4目 Lよム4 ゃい隊等杓ヰヰ{..!時~~l時総どにv心'時JG

撚11邸主G“preventescape from"さ'“preventthe escape 

from" ~ぷ$;;"-' 1 ("¥ G{同問~~士号己消息収J 与~{..! (5 T.P.， at 

120-122)。例記， f事長岡田亙港柑nJri(4~~吋時〈器製4ヰム4'fコ欄

14-ß-il耳恒 G e:監縦三 (\:;'\-'G~特定排総兜!異判制m-<J 'P士主'

.vG事長11咲帳台' け IJG保~l時総~兵士時制4~革製縦型車ムJ~

::..l早ノペト(l (5 T.P.， at 146)。

(t2) 5 T.P.， at 184. 

(;s) 6 T.P.， at 200. 

(包)6 T.P.， at 240-242. 

(詔)令や4ミ斗f¥'超長|郡e“intentionally， save"会d “intentio-
nally save" 日制~$;;"-'主張 1 ]1訴さ G “escap巴 from 1awfu1 cus-

tody"会♂“escapeof a person 1awfully detained" 以側臥杓~

{..! (7 T.P.， at 50)。
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(η)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
薬
師
寺
・
前
掲
論
文
(
註
灯
)
二

δ
頁
は
、

「
『
規
約
案
』
が
関
心
を
払
っ
た
死
刑
制
度
に
つ
い
て
は
、
西
欧
各

国
の
法
制
を
規
制
す
る
試
み
は
こ
の
段
階
で
は
見
ら
れ
な
い
」
と

い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
法
制
度

に
お
い
て
そ
れ
と
対
応
す
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
記
述
に
拠
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節

生
命
権
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
条
項
お
よ
び
提

案

ヨーロヅパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

生
命
権
は
、
人
権
の
な
か
で
、
最
も
基
本
的
な
権
利
で
あ
る
が
、
現
行

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
に
よ
る
と
、
合
法
的
な
戦
闘
行
為
か

ら
生
ず
る
死
亡
の
場
合
に
は
、
第
二
条
の
生
命
権
条
項
に
基
づ
く
義
務
か

ら
色
町
8
官

E
S
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う

a
m
B宮

g
=
(効

力
停
止
、
離
脱
な
ど
の
邦
訳
が
あ
る
が
、
定
着
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ

で
は
、
「
色
白
8
官

E
=」
と
す
る
)
と
は
、
戦
争
そ
の
他
の
国
民
の
生
存
を

脅
か
す
公
の
緊
急
事
態
の
場
合
に
お
い
て
、
締
約
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
に
よ
り
負
う
人
権
保
障
義
務
を
免
れ
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

本
節
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
つ
い
て
の
制
定
過
程
に
お
い
て
生

(
l
)
 

命
権
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

ι
2
0官
き
ロ
の
条
項
に
つ
い
て
の
制
定
の
経

緯
お
よ
び
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
禁
止
条
項
に
つ
い
て
の
提
案
の
内
容
を
考
察
す
る
。

生
命
権
に
関
連
す
る

ι
0
8官
C
C
ロ
禁
止
条
項

(a)

品
目

g
mさ
S
禁
止
条
項
の
形
成
経
緯

(
イ
)
第
二
期
(
宣
言
期
)
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
つ
い
て
の
議
論

第
二
期
の
宣
言
期
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
緊
急
事
態
に
つ
い
て
の
協
議

総
会
の
代
表
の
発
言
を
紹
介
す
る
。
一
九
四
九
年
八
月
一
九
日
第
一
回
協

議
総
会
に
お
け
る
一
般
的
討
論
で
は
、
連
合
王
国
代
表
の

m
o
E
E
m
c
g

は
、
一
九
一
四
年
に
連
合
王
国
で
暴
動
を
引
き
起
こ
し
た
反
乱
軍
に
つ
い

て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
代
表
の
発
言
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
こ
の
特
別
権
限
法
は
、
秘
密
組
織
が
あ
る
活
動
に
従
事
し
た
際
に
、

一
九
二
二
年
に
政
府
に
よ
っ
て
強
制
執
行
さ
れ
た
。
そ
の
組
織
は
、
二
人

の
国
会
議
員
を
含
む
こ

0
0
人
の
死
に
関
わ
り
、
こ
の
法
律
は
緊
急
事
態

の
際
に
可
決
さ
れ
た
。
緊
急
事
態
の
際
に
共
同
体
の
安
全
が
第
一
次
的
に

関
心
を
も
た
れ
る
こ
と
は
、
人
権
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
宣
言
で
定
め
ら

(2) 

れ
て
い
る
」
。

反
乱
軍
に
よ
る
暴
動
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
特
別
法
は
、
協

議
総
会
の
条
約
草
案
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
認
識
が
一
不
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

北法49(3・155)651



研究ノート

第
三
期
(
論
争
期
)
に
お
け
る
号
8
宮
吾
ロ
禁
止
条
項

生
命
権
に
つ
い
て
の
号
3
岡
田

gロ
禁
止
条
項
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
の
制
定
過
程
に
お
け
る
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
論
争
か
ら
み
る
と
、

定
義
主
義
的
な
条
項
に
属
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
列
挙
主
義
が
中
心

的
で
あ
っ
た
第
二
期
(
宣
言
期
)
に
お
い
て
、
母
8
m
s
g
禁
止
条
項
に

つ
い
て
の
議
論
は
、
見
ら
れ
な
い
。

生
命
権
に
つ
い
て
の
【
言
。
加
邑

S
禁
止
条
項
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約

の
準
備
文
書
に
お
い
て
初
め
て
現
れ
た
の
は
、
「
一
九
五

O
年
一
月
四
日

事
務
総
長
に
よ
っ
て
受
理
さ
れ
た
連
合
王
国
政
府
の
コ
メ
ン
ト
」
の
第
四

(3) 

条
で
あ
る
。

ロ
す
な
わ
ち
、
「
女
王
の
政
府
は
、
第
二
項
は
次
の
よ
う
に
読
む
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
五
条
、
合
法
的
な
戦
闘
行
為
か
ら
生
じ

る
死
を
除
き
、
ま
た
は
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
(
第
一
項
及
び
第
二

項
)
若
し
く
は
第
一
四
条
か
ら
、
い
か
な
る
含

g
m
S
S
も
こ
の
条
項
の

(4) 

も
と
に
お
い
て
行
つ
て
は
な
ら
な
い
」
。

こ
の
連
合
王
国
政
府
の
コ
メ
ン
ト
は
国
際
人
権
規
約
草
案
に
つ
い
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
弘
司
諸
国
立

S
禁
止
条
項

(
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
第
二
項
)
は
、
当
時
の
国
際

人
権
規
約
草
案
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
第
二
項
の
テ
キ
ス
ト
の
原
型

が
先
に
現
れ
た
後
、
第
一
項
の
テ
キ
ス
ト
の
原
型
が
、
や
は
り
連
合
王
国

の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
(5) 

現
行
条
約
の
己

20m邑
S
条
項
の
第
一
項
は
、
一
九
五

O
年
三
月
六
日

専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
「
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
案
さ

れ
た
修
正
案
」
で
、
初
め
て
明
示
さ
れ
た
。
そ
の
第
三
条
は
、

1

戦
争
そ
の
他
の
人
民
の
利
益
を
脅
か
す
公
の
緊
急
事
態
の
場
合

に
は
、
国
は
、
事
態
の
緊
急
性
が
真
に
制
限
さ
れ
る
範
囲
に
お
い

て
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
号
B
m
p
z
g
す
る
措
置
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
措
置
は
国
際
法
に
基
づ
い
て
負

(
6
)
 

う
そ
の
他
の
義
務
に
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
。

2

第
四
条
、
合
法
的
な
戦
闘
行
為
か
ら
生
じ
た
死
を
除
き
、
第
五

条
、
第
六
条
第
一
項
又
は
第
九
条
か
ら
い
か
な
る
母
8
開
邑

S
も

(
7
)
 

こ
の
条
項
の
も
と
に
お
い
て
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

前
述
の
連
合
王
国
政
府
の
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
法
律
専
門
家
に
よ
る
修
正

案
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
生
命
権
に
つ
い
て
の
己

2
c
m
E
S
禁
止
条
項
は
、

既
に
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
の
骨
格
と
な
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
後
の
条
項
の
テ
キ
ス
ト
は
、
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。

ま
ず
、
専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
「
新
し
い
条
項
」
で
は
、
そ
の
英
文

テ
キ
ス
ト
は
現
行
条
約
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、

注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
第
二
項
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
「
生
命

北法49(3・156)652



権
」
を
島
町
『
O
宮

E
Z
し
で
は
な
ら
な
い
と
明
示
さ
れ
、
そ
し
て
特
に
「
合

法
的
な
戦
闘
行
為
か
ら
生
じ
る
死
を
除
き
」
と
い
う
文
言
に
括
弧
が
つ
け

ら
れ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

生
命
権
(
合
法
的
な
戦
闘
行
為
か
ら
死
を
除
き
)
、
ま
た
は
第

二
条
第
一
項
削
若
し
く
は
第
二
条
第
二
項
か
ら
、
い
か
な
る

(8) 

es伺
答
。
=
も
、
こ
の
条
項
に
お
い
て
行
わ
れ
な
い
。

こ
こ
で
「
生
命
権
」
と
い
う
文
言
が
と
く
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
仏
師
『
O
明
主
O
E

禁
止
条
項
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
生
命
権
の
内
庁
3
明白'

2 

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

氏
。
=
に
つ
い
て
と
く
に
慎
重
な
配
慮
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
、
専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
予
備
的
な
条
約
草
案
で
は
、

A
案
第

二
条
第
一
一
項
が
、
前
述
の
専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
「
新
し
い
条
項
」
と

違
っ
て
、
再
度
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
修
正
案

の
も
の
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
第
二
項
で
は
、
第
三
条
の
生
命
権
を
第
四

条
と
し
、
そ
の
他
の

RHRasg禁
止
条
項
の
番
号
が
違
っ
て
い
る
ほ
か

(9) 

は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

B
案
第
八
条
で
は
、
そ
の
第
一
項
は

A
案
と
同
じ

で
、
第
二
項
で
は
同
じ
く
生
命
権
を
明
示
し
た
が
、
「
合
法
的
な
戦
闘
行

為
か
ら
生
じ
る
死
を
除
き
」
と
い
う
文
言
に
あ
る
括
弧
を
取
り
除
い
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
庁
き
加
邑

g
禁
止
条
項
の
番
号
が
専
門
家
委
員
会
に
お

(ω) 

け
る
「
新
し
い
条
項
」
と

A
案
と
で
違
っ
て
い
る
。

A
案
と
と
ω
案
で
は
、

そ
の
第
八
条
で
、
そ
の
他
の

a
m
B官
E
S
禁
止
条
項
の
番
号
が
変
わ
っ
た

(
日
)

ほ
か
は
、
前
述
の

B
案
と
同
じ
で
あ
る
。

B
案
と
∞
ゐ
案
で
は
、
そ
の
第

二
条
第
一
項
が
前
述
の

A
案
お
よ
び
〉
b
案
と
比
べ
る
と
、
一
つ
の
コ
ン

マ

(F62Mg立
開
白
山
山
富
刊
3

か
ら
ぷ
官
官
。
立
タ
担
問

gqe
へ
)
の
ほ
か
は
異

な
ら
ず
、
第
二
項
は
、
前
述
の

A
案
と
比
べ
る
と
、
そ
の
他
の

(ロ)

己

mgm怠
O
ロ
禁
止
条
項
の
番
号
が
変
わ
っ
た
ほ
か
は
異
な
ら
な
い
。

な
お
、
上
級
公
務
員
会
議
の
「
報
告
書
草
案
に
追
加
さ
れ
た
条
約
草
案
」

に
よ
る
と
、
そ
の
第
一
四
条
第
一
項
は
、
前
述
の

B
案
と
回
b
案
と
同
じ
、

第
二
項
は
、
生
命
権
条
項
を
含
む
そ
の
他
の
号

g
m邑
g
禁
止
条
項
の
番

(
日
)

号
だ
け
が
変
わ
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
三
期
(
論
争
期
)
に
お
い
て
、
生
命
権
に
つ
い
て
の

a
n
s
m
呂

S
禁
止
条
項
は
、
ほ
ぽ
既
に
形
成
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

(
ハ
)
第
四
期
(
決
着
期
)
に
お
け
る
含
5
官
舌
ロ
禁
止
条
項

第
四
期
に
な
る
と
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
色

2
8
s
g禁
止
条
項
は
、

若
干
の
英
文
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
修
正
の
ほ
か
に
は
、
第
三
期
と
同
じ

で
あ
る
。

jヒj去49(3・157)653

ま
ず
、
一
九
五
O
年
八
月
七
日
「
第
五
回
閣
僚
委
員
会
小
委
員
会
に
よ
っ

て
採
択
さ
れ
た
条
約
草
案
」
で
は
、
そ
の
第
一
五
条
第
一
項
は
、
現
行
条

約
第
一
五
条
第
一
項
と
比
べ
、
英
文
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
一
カ
所
し
か
異

(M) 

な
ら
な
い
。
そ
の
第
二
項
も
、
現
行
条
約
と
比
べ
、
英
文
テ
キ
ス
ト
に
お
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(
日
)

い
て
一
カ
所
し
か
異
な
ら
な
い
。

次
に
、
一
九
五
O
年
八
月
二
六
日
第
二
回
協
議
総
会
の
共
同
文
書
に
よ
っ

て
公
刊
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
条
項
の
番
号
が
第
一
八
条
に
な
っ
た
ほ

か
、
前
述
の
「
小
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
条
約
草
案
」
と
異
な
ら

(
凶
)

な
し
。最
後
に
、
「
一
九
五

O
年
一
一
月
四
日
ロ

l
マ
で
署
名
さ
れ
た
条
約
の

(
げ
)

最
終
的
な
テ
キ
ス
ト
」
で
は
、
そ
の
第
一
五
条
で
は
、

d
g巳
0
3

は、

J
3
Eち
の
S
E
a
S
F
3
3
に
変
わ
り
、

zn
開ロ

3は、

JE--3
に
な
っ

た
か
ら
、
現
行
条
約
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

(
b
)

生
命
権
に
関
す
る

a
m
g加
S
S
禁
止
条
項
に
つ
い
て
の
指
摘

以
上
の
経
緯
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
生
命
権
の
母
8
加
邑
O
E
禁
止
条
項
は
、
第
三
期
の
論
争
期
か

ら
現
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
第
三
期
ま
で
の
条
約
草
案
は
、
一
般
的
な
原
則

だ
け
で
人
権
を
定
め
る
と
い
う
列
挙
主
義
を
中
心
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
最
初
の
テ
キ
ス
ト
の
形
成
は
、
や
は
り
当
時
の
国
際
人
権
規

約
草
案
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
連
合
王
国
政
府
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

第
三
に
、
第
一
項
に
あ
る
戦
争
の
場
合
は
、
国
際
人
権
規
約
草
案
お
よ

(
凶
)

び
現
行
の
国
際
人
権
規
約

B
規
約
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
第
二
項
に
よ
る
と
、
生
命

権
と
戦
争
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
「
人
民
の
利
益
」
か
ら
「
国
民
の
生
存
」
に
変
え
ら
れ
た
こ

(
問
)

と
は
、
評
価
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
生
命
権
条
項
か
ら

の
乱
開
円
高
邑

S
は
、
第
二
項
の
「
合
法
的
な
戦
闘
行
為
」
で
し
か
認
め
ら

れ
な
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
第
一
項
の
「
戦
争
そ
の
他
の

国
民
の
生
存
を
脅
か
す
公
の
緊
急
事
態
の
場
合
に
」
も
、
生
命
権
条
項
か

ら
の
号
『
。
伺
邑

g
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

北法49(3・158)654

ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
に
関
連
す
る
提
案

(a)

議
論
お
よ
び
提
案

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
つ

い
て
の
議
論
お
よ
び
提
案
は
、
制
定
過
程
に
お
け
る
四
つ
の
時
期
区
分
の

う
ち
、
第
二
期
(
宣
言
期
)
お
よ
び
第
四
期
(
決
着
期
)
に
お
い
て
集
中

的
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
議
論
お
よ
び
提
案
は
、
協
議
総
会

に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
代
表
の

F
E
S
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

第
二
期
(
宣
言
期
)

一
九
四
九
年
八
月
一
九
日
第
一
回
協
議
総
会
の
一
般
的
討
論
で
、
イ
タ

リ
ア
代
表
の

3
2
8
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
二
六

O
万
人
(
の
ユ
ダ
ヤ
人
|
|
筆
者
註
)
が
(
ナ
チ
ス
に
よ
っ

イ



(
却
)

て
設
け
ら
れ
た
|
|
筆
者
註
)
集
中
キ
ャ
ン
プ
で
虐
殺
さ
れ
た
」
。

F
2
8
は
、
一
九
四
九
年
九
月
三
日
第
一
回
協
議
総
会
の
法
律
行
政

問
題
委
員
会
に
お
い
て
動
議

Bon-
〉
民
小
)
を
提
出
し
た
。
そ
の
動
議

は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
犯
罪
に
つ
い
て
、
刑
事
裁
判
所
の
設
置
を
提

案
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ヨーロァパ人権条約第2条の生命権について(1)

「
協
議
総
会
は
、
将
来
の
会
期
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
提
案
に
つ
い
て

の
可
能
性
の
研
究
の
た
め
の
措
置
を
採
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
を
閣
僚

委
員
会
に
勧
告
す
べ
き
で
あ
る
。
「
平
和
に
反
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
お

よ
び
と
り
わ
け
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
非
人
道
的
な
犯
罪
に
つ
い
て
の
刑
罰
の

た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
間
の
刑
事
法
典
の
作
成
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

(
幻
)

国
間
の
刑
事
裁
判
所
に
つ
い
て
の
設
置
』
」
。

第
四
期
(
決
着
期
)

生
命
権
条
項
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
最
も
重
要
な
発
言
は
、

五
O
年
八
月
一
四
日
第
二
回
協
議
総
会
第
二
部
第
六
次
会
議
の
公
式
報
告

書
に
よ
る
と
、
同
じ
く
イ
タ
リ
ア
代
表
の

3
E
B
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

ロす
な
わ
ち
、

「
第
一
条
(
後
述
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
「
第
一
条
」
が
「
第
二
条
」
で

あ
る
は
ず
で
あ
る
|
|
筆
者
註
)
は
、
条
約
の
条
項
の
な
か
で
最
も
基

本
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
生
命
に
対
す
る
権
利
が
法
律 九

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
あ

る
文
言
が
こ
の
一
般
的
な
宣
言
に
付
け
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
最
も
重
要
性
を
も
っ
事
件

を
目
撃
し
て
き
た
。
過
去
に
お
い
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
犯
罪

が
、
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
犯
罪
で
あ
り
、

そ
れ
は
一
つ
の
国
民
、
人
種
、
民
族
ま
た
は
宗
教
団
体
の
絶
滅
を
目
指
し

て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
殺
人
、
つ
ま
り
個
人
の
死
に
つ
い

て
の
問
題
で
は
な
い
が
、
人
種
又
は
宗
教
的
若
し
く
は
民
族
的
共
同
体
の

絶
滅
の
問
題
で
あ
る
。

ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
は
、
相
当
に
異
な
っ
た
問
題
で
あ
り
、
条
約
で
も
ジ
エ

ノ
サ
イ
ド
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
o

そ
の
う
え
に
、
一

九
四
八
年
一
二
月
九
日
国
際
連
合
の
決
議
と
い
う
モ
デ
ル
も
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
平
時
又
は
戦
時
に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
防
止
さ
れ
、
国
際
法
に
お
い
て
処
罰
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
犯
罪
で
あ
る
』
。

し
た
が
っ
て
、
条
約
第
二
条
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
を
付
け
加
え
る
こ

と
を
提
案
す
る
。
す
な
わ
ち
、

『
第
二
条
例
平
時
又
は
戦
時
に
行
わ
れ
る
か
否
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
一
九
四
八
年
一
二
月
九
日
国
際
連
合
に
よ
っ
て
同
意

さ
れ
た
条
約
(
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
|
|
筆
者
註
)
に
よ
り
防
止
さ
れ
、

jヒ法49(3・159)655



研究ノート

国
際
法
に
お
い
て
処
罰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
犯
罪
で
あ
る
』
。

個
人
と
い
う
側
面
で
は
な
く
、
集
団
に
か
か
わ
る
人
命
の
保
護
の
公
認

は
、
暴
力
お
よ
び
犯
罪
に
つ
い
て
の
前
例
の
な
い
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
抑

制
が
第
一
次
的
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
条
約
に
お
い
て
明
確
に
示

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
で
あ
る
と
考
え
う
る
様
々
の
形
態
は
、
国
際
連
合
条

約
に
お
い
て
既
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
二
条
は
、
『
集
団
殺
害
と

は
、
国
民
的
、
人
種
的
、
民
族
的
又
は
宗
教
的
集
団
を
全
部
又
は
一
部
破

壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
次
の
よ
う
な
行
為
の
い
ず
れ
を
も
意
味

す
る
。同
集
団
構
成
員
を
殺
害
す
る
こ
と
、
川
集
団
構
成
員
に
対
し
て
重

大
な
肉
体
的
又
は
精
神
的
な
危
害
を
加
え
る
こ
と
、
例
全
部
ま
た
は
一

部
に
肉
体
的
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
生
活
条
件
を
集
団
に
対

し
て
故
意
に
課
す
る
こ
と
、
川
集
団
内
に
お
け
る
出
生
を
妨
げ
る
こ
と

を
意
図
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
、
例
集
団
の
児
童
を
他
の
集
団
に
強
制

(
辺
)

的
に
移
す
こ
と
』
0

不
幸
に
も
、
例
示
し
た
す
べ
て
の
こ
と
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
起
こ
っ

た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
二
度
と
起
こ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
そ
れ
が
第
二

条
例
を
付
け
加
え
た
理
由
で
あ
る
。
こ
の
提
案
が
こ
の
協
議
総
会
に
お
い

(
幻
)

て
い
か
な
る
異
議
を
も
唱
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
」
。

第
二
回
協
議
総
会
の
法
律
行
政
問
題
委
員
会
に
よ
る
条
約
草
案
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
た
修
正
案
で
は
、

P
E
S
は
、
一
九
五

O
年
八
月
一
四
日

に
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
提
案

(
0
2・
〉
∞
ゐ
〉
(
N
)
M

一〉
N

己
品
)
を
行
っ
た
。

「
第
二
条
の
後
ろ
に
次
の
よ
う
な
新
し
い
条
項
を
挿
入
す
る
。
す
な
わ

ち
、
『
平
時
ま
た
は
戦
時
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
ジ
エ
ノ

サ
イ
ド
は
、
国
際
法
に
お
い
て
犯
罪
で
あ
り
、
加
害
者
は
、
一
九
四
八
年

一
一
一
月
九
日
に
国
際
連
合
組
織
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
た
条
約
に
よ
り
起
訴

(μ) 

さ
れ
、
処
罰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
」
。

し
か
し
な
が
ら
、

F
E
g
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
提
案
は
、
次
の

よ
う
な
理
由
で
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
は
国
際
法
の
も

と
に
お
け
る
犯
罪
で
あ
る
。
そ
の
加
害
者
が
起
訴
さ
れ
、
処
罰
さ
れ
る
こ

と
を
条
項
で
定
め
る
べ
き
と
い
う
こ
と
は
、
初
め
て
の
提
案
で
あ
っ
た
。

確
か
に
、
す
べ
て
の
代
表
は
、
こ
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
憎
悪
を
示
し
た
が
、

し
か
し
、
法
律
行
政
問
題
委
員
会
は
、
今
現
在
、
こ
の
課
題
が
協
議
総
会

(
お
)

の
決
議
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
」
か

ら
で
あ
る
。

北it49(3・160)656
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ま
と
め

要
す
る
に
、
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
に
関
連
す
る
規
定
を
盛
り
込
む
た
め
の
提

案
は
、
協
議
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ



(
お
)

る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
法
律
行
政
問
題
委
員
会
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
協
議
総
会
で
ど
の
よ
う
な
決
議
が
採
択
さ
れ
た
か
の

点
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備
文
書
で
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
連
す
る
提
案
に
関
す
る
議
論
は
、
ほ
と
ん
ど
公
表

(
幻
)

さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
上
の
よ
う
な
発
言
や
提
案
を
通
し

て
、
生
命
権
条
項
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
の
関
連
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1 ) 

第
一
章
第
四
節
註

(
1
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
の
且
m
S官官

g
条
項
の
制
定

過
程
に
つ
い
て
、
薬
師
寺
公
夫
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
準
備
作

業
の
検
討
(
下
)
」
神
戸
商
船
大
学
紀
要
第
一
類
文
科
論
集
三
四

号
(
一
九
八
五
年
)
一
頁
以
下
、
戸
田
五
郎
「
人
権
の

号
3
凹邑
S
条
項
(
一
こ
論
叢
一
一
七
巻
六
号
(
一
九
八
五
年
)

三
九
頁
以
下
参
照
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条

の
与
問
3
m呂
S
条
項
に
つ
い
て
の
各
条
項
の
解
釈
・
問
題
点
や
人

権
裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
朴
洪
吉
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
に
お
け
る
効
力
停
止
条
項
に
関
す
る
一
考
察
」
同
法
四
O
巻
二

号
(
一
九
八
五
年
)
四
三
頁
以
下
参
照
。

(
2
)
-
叶
匂
・
岨
白
二
回
一
・

(
3
)
M
4
・p-曲
目

-
2・

(
4
)
凶
H
P
巳
-
凶
∞
・
ま
た
、
こ
の
条
文
は
、
己

m
g
m
s
g
で
き
な
い
条

項
の
番
号
が
異
な
っ
て
い
る
(
こ
れ
以
降
の
修
正
案
で
、
引
き
続

い
て
変
更
さ
れ
て
い
く
)
ほ
か
に
は
、
そ
の
英
文
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
現
行
の
条
約
第
一
五
条
第
二
項
と
比
べ
る
と
、
一
カ
所
し
か

異
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

d
g
σ
白

3が、

J
E
-
-
Z
3
に
な
っ
た

点
で
あ
る
。

n
o
c
z
Q
F
O明
開
己
目

O
E
-
回」同
O
E〉
z
n

。Z〈開
7
2
0
z

o
z
z
d冨
〉

zmHOZJ『
凶
内

O「
戸
開
門
司
問
。
叶
開
一
円
]
『
回
申
(
】
叩
∞
斗
)
・

(
5
)
現
行
条
約
第
一
五
条
で
は
、
三
つ
の
項
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
考

察
は
生
命
権
に
か
か
わ
る
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
限
定
す
る
。

(
6
)
第
三
節
に
お
け
る
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
連
合
王
国
政
府
の

修
正
案
と
同
様
に
、
こ
こ
の
生
命
権
に
つ
い
て
の
号
8
宮巳

g
を

認
め
る
戦
争
や
緊
急
事
態
を
定
め
る
第
一
項
は
、
国
際
人
権
規
約

草
案
の
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
芹
回
健
太
郎
編

訳
『
国
際
人
権
規
約
草
案
註
解
』
(
有
信
堂
・
一
九
八
一
年
)
五

九
頁
に
あ
る
国
際
人
権
規
約
草
案
第
四
条
第
一
項
と
比
べ
る
と
、

明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
人
権
規
約
草
案
第
四
条
第
一

項
は
、
「
国
民
の
生
存
を
脅
か
す
公
の
緊
急
事
態
の
場
合
に
お
い

て
そ
の
緊
急
事
態
の
存
在
が
公
式
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
事
態
の
緊
急
性
が
真
に
必
要
と
す
る
限

度
に
お
い
て
、
こ
の
規
約
に
基
づ
く
義
務
を
免
れ
る
(
号

g
m邑
=m

ES)
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
措
置
は
、

当
該
締
約
国
が
国
際
法
に
基
づ
き
負
う
他
の
義
務
に
抵
触
し
て
は

な
ら
ず
、
ま
た
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
又
は
社

会
的
出
身
の
み
を
理
由
と
す
る
差
別
を
含
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
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研究ノート

し
て
い
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
邦
訳
か
ら
み
る
と
、
「
人
民

の
利
益
」
と
「
国
民
の
生
存
」
の
対
置
が
現
れ
、
「
戦
争
」
と
い

う
文
言
が
国
際
人
権
規
約
草
案
第
四
条
に
な
い
。
「
真
に
制
限
さ

れ
る
範
囲
に
お
い
て
」
と
「
真
に
必
要
と
す
る
限
度
に
お
い
て
」

の
対
置
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
現
行
条
約
第
一
五

条
第
一
項
の
と
比
べ
る
と
、
英
文
の
方
で
は
、

J
r
E
0
5
2∞
O同

門Zm
℃
刊
。
立
町
三
と
」
F
m
z
p
c
-二
宮
内
口
同
巳
。
ロ
3

、
ぷ
∞
g
門
町
三
と
，
dEU『回目加
Z

の。ロ門司曲目江口開司
R
qョ、

J
Z
m
a
j
g呂
田
区
2
q
z
s
-再開門戸
3

と

d
F
m
m
H
Rロ門

鬼門
E
q
B
G
E
B
Q・
と
い
う
一
一
一
カ
所
し
か
異
な
っ
て
い
な
い
。

の
oczn-「
。
明
間
口
問
。
唱
開
@
h
E
』司、ロロ。円
mw
品岨釦円唱・

(
7
)
?
己
y
-
R
M
g
前
述
の
連
合
王
国
政
府
の
コ
メ
ン
ト
に
比
べ
る

と
、
も
と
も
と
第
五
条
の
生
命
権
が
第
四
条
と
な
り
、
そ
の
他
の

条
項
の
番
号
も
変
わ
っ
て
き
た
だ
け
で
異
な
っ
て
い
る
。

(
8
)
凶
同
戸
町
民
岩
a・

(
9
)
凶

H
P
-
良一ニ
M
-

(
凶
)
凶
H
J
P

白
二
区
・

(
日
)
今
門
司
J

巳
凶
晶
・

(
ロ
)
十
円
司

--aualu
∞・

(
日
)
品
、
吋
・
戸
町
民

MM品・

(弘

)
E
E
M
E
R
-
は
、
ま
だ

z
g可
E
m
F【
U
S
E
s
a
E『同司
3

に
変
え
ら

れ
て
い
な
い
。

(日

)
d
g
z
は
、
ま
だ

J
F畠
3

に
変
え
ら
れ
て
い
な
い

(
U
H
J
戸

包

∞A
F
]
N
∞咽
-
U
品)。

(
凶
)
か
叶
同
J
h
w同
N-c咽い山凶一
N

・

(
げ
)
マ
=
》
よ
回
二
∞
・
現
行
条
約
第
一
五
条
第
一
一
項
、
第
二
項
の
邦
文
お

よ
び
英
文
の
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

-
戦
争
そ
の
他
の
国
民
の
生
存
を
脅
か
す
公
の
緊
急
事
態
の

場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
事
態
の
緊
急
性
が
真
に

必
要
と
す
る
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を

号
S
m伊丹
5
=
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
措
置
は
、
当
該
締
約
国
が
国
際
法
に
基
づ
き
負
う
他
の

義
務
に
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
。

2

第
二
条
(
合
法
的
な
戦
闘
行
為
か
ら
生
ず
る
死
亡
の
場
合

を
除
く
。
)
、
第
三
条
、
第
四
条
第
一
一
項
及
び
第
七
条
の
規
定

は
、
こ
の
条
の
も
と
に
お
い
て
も
離
脱
し
て
は
な
ら
な
い
。

田
畑
茂
二
郎
H
松
井
芳
郎
H
竹
本
正
幸
H
薬
師
寺
公
夫
編
集

『
国
際
人
権
条
約
・
宣
言
集
』
[
第
二
版
]
(
東
信
堂
・
一
九
九
四

年
)
三
五
二
頁
。

「

-
z
c
s
m
o問
者
向

2
2
F
q
E
Z
-
n
刊

B
m
a
g
Q
円

F
R
a
g
g
m

円E
m
-
-
p
o『円
Fm
ロ釦巳
C
白
血
ロ
可
出
回
伺
z
n
c
E
g
n
Z
H
M
m
句

R
々
自
由
可

g
r
m

B
o
a里
町
田
仏
内
『
。
加
担
2
2間同円。
B
』仲間。
σ}仲間島問5ロ∞
E口
COZZF田
内
。
ロ
〈
2
2
0口

問。門町四四凶四四=再開口・】口円}可

DO』巴民
-oaHU〕『円
ZOOUR-m山町田町』伺問。同
ZHm
田町巴田口。=-

唱円。三己向島門
E
Z
z
n
F
5
8
2
5由
民
開
口
。
片
岡
ロ
円
。
口
開
回
目
再
開
口
同
主
任

5
2
F
R

o
g仲間由民。口開巴ロ岳
w『
5
8
自
由
民
。
ロ
ロ
mwご
加
者
-

M
-
z
o
a
o
g加
mwz。ロ『吋
C
S
〉円
En-m
ド

mumnm宮
百
円
四
回
宮
町
円
向
。
同

色白血門
Z
8
2窓
口
問
問
円
。
B
U宅『
E-mwn【
問
。
司
君
釦
F
2
同
『
。
ヨ
〉
呂
町
一
g
h
y
h
H
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ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

(
匂
向
島
常
阻
害
}
)
吉
弘
叶
印

FE--ZB包
mEEoZEF目
勺

『

2
E
S・」

門

Uoczn-F。
司
開
巴
問
。
回
以
開
咽
旬
白
色
、
、
む
由
。
再
開
ム
・
白
押
唱

(
凶
)
「
戦
争
の
可
能
性
を
含
む
表
現
は
望
ま
し
く
な
い
、
と
の
配
慮
か

ら
、
当
初
の
イ
ギ
リ
ス
案
に
は
あ
っ
た
『
戦
争
』
の
文
言
が
削
除

さ
れ
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
戸
田
・
前
掲
論
文
(
註
l
)
五

O
頁。

(
川
口
)
薬
師
寺
・
前
掲
論
文
(
註
l
)
(
下
)
二
頁
は
、
国
際
連
合
人
権

委
員
会
の
規
約
草
案
第
四
条
を
借
用
し
た
連
合
主
国
の
法
律
専
門

家
の
提
案
の
修
正
に
つ
い
て
、
「
字
句
修
正
中
特
に
目
を
ひ
く
の
は
、

(
l
)
項
の
『
人
民
の
利
益
を
脅
か
す
』
と
い
う
表
現
|
|
義
務

離
脱
が
市
民
の
利
益
に
反
す
る
体
制
の
維
持
の
た
め
に
利
用
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
の
意
味
を
こ
め
て
ソ
連
の
提
案
に
よ
り
第
五
会

期
規
約
案
:
:
:
第
四
条
で
採
用
さ
れ
て
い
た
表
現
ー
ー
が
上
級
公

務
員
会
議
の
と
き
に
『
国
の
生
存
を
脅
か
す
』
と
い
う
表
現
に
置

き
換
え
ら
れ
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
」
と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
「
国
の
生
存
を
脅
か
す
」
と
い
う
邦
訳
は
、
一
九
九

四
年
の
『
国
際
人
権
条
約
・
宣
言
集
』
(
註
口
)
に
お
け
る
「
国
民

の
生
存
を
脅
か
す
」
と
い
う
邦
訳
に
比
べ
る
と
、
生
命
権
の
視
点

か
ら
み
て
疑
問
で
あ
る
。

(
却
)
】
叶
閉
y
・
由
一
二
己
・

(
幻
)
】
叶

p
-
a
N
E・
3
0

(
辺
)
こ
こ
の
邦
訳
は
、
田
畑
H
竹
本
H
松
井
H
薬
師
寺
・
前
掲
書

(
註
口
)
六
六
頁
に
よ
る
。

(
お
)
凶
片
岡
w
-
E
H
N
u
a
心
凶
∞
一
-

(
M
)
a
H，
司
@
担
問

M

(お

)
a
H匂
目
。
鉱
山
∞
入
山
品

(

お

)

回

8
回
・
。
・

-
C
ζ
n
E
E
z
e
ヨ
内
守
色
町
s
h

ミ
与
さ
円
r

N

A
『

HE

肉食、
dhu尽
き
門
リ
ロ
ミ
戸
、
S
H
H凡也、
H
bミ
ミ
E
S
R
H
S
均
九
句
E
H
H
言
叶

z
m
m同
〔
}
司
吋
叶
。
円
、
弔
問

-
Z
H
Z寸
思
4
4〉
1
『

5
2〉
「
「
〉
名
品
目
(
戸
市
町
∞
凶
)
・

(
幻
)
』
・
問
的
・

3垣
内
開
寸
同
d
e

〉
司
ロ

2
↓5
z
o勺
『
宙
開
口
問

O
B〉
z
n
o
z〈
開

Z
e

J

「同。

z
o
z国
巴
玄
〉

Z
刃
向
。
国
叶
国

M
唱
(
-
唱
品
唱
)
・

第
五
節

生
命
権
条
項
の
制
定
の
経
緯

l
i
と
く
に
法

の
一
般
原
則
と
の
関
連
性
|
|

本
章
の
最
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
け
る
列
挙

主
義
と
定
義
主
義
の
聞
の
論
争
と
法
の
一
般
原
則
と
の
関
連
性
を
探
り
、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
け
る
生
命
権
条
項
の
制

定
の
経
緯
、
と
く
に
生
命
権
条
項
と
法
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
関
連
性

を
考
察
す
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
法
の
一
般
原
則
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
解
釈
、

次
に
、
そ
の
適
用
の
具
体
的
な
例
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
法
の
一
般
原

則
が
、
定
義
主
義
と
列
挙
主
義
の
論
争
に
お
い
て
い
か
な
る
機
能
を
果
た
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し
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

法
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
解
釈

ま
ず
、

一
九
四
九
年
九
月
七
日
第
一
回
協
議
総
会
第
一
七
次
会
議
で
、

フ
ラ
ン
ス
代
表
の

U
S
B
は
、
「
法
の
一
般
原
則
」
条
項
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
重
要
な
解
釈
を
し
た
。

「
制
度
化
さ
れ
た
国
際
的
保
護
は
、
自
由
を
保
障
す
る
国
内
法
が
、
文

明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原
則
と
調
和
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
目
的
を

も
つ
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
原
則
は
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
学
理
上
の
作
業
に
あ
り
、

し
か
も
判
決
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
原
則
が
特
定
の
時
期
に
お
い
て
す
べ
て
の
文
明
諸
国
の
国
内

法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
ら
の
原
則
は
、

国
際
社
会
全
体
に
わ
た
っ
て
適
用
さ
れ
う
る
一
般
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
つ

い
て
の
原
則
を
構
成
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
う
る
。

イ
ギ
リ
ス
法
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
法
、

ア
メ
リ
カ
法
の
よ
う
な
判
例
法
は
、
特
定
の
時
期
か
ら
、
制
裁
措
置
ま
た

は
同
一
か
つ
類
似
の
原
則
を
形
成
し
た
。
そ
の
際
に
、
そ
れ
ら
の
原
則
は
、

文
明
諸
国
の
共
通
の
遺
産
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ら

の
原
則
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
内
法
に
お
け
る
、
国
際
社
会
全
体
に
わ
た
っ

て
有
効
な
原
則
に
つ
い
て
の
明
示
で
あ
る
こ
と
を
推
論
し
う
る
。

文
明
諸
国
の
認
め
る
こ
れ
ら
の
法
の
原
則
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

国
際
司
法
裁
判
所
規
程
は
効
力
を
有
す
る
。
権
利
お
よ
び
自
由
を
保
障
す

る
国
内
立
法
の
有
効
性
を
確
認
す
る
問
題
が
起
こ
る
際
に
、
文
明
諸
国
の

認
め
る
こ
れ
ら
の
法
の
原
則
は
、
国
際
的
保
障
が
そ
れ
を
適
用
す
る
確
立

(
I
)
 

さ
れ
た
諸
原
別
で
あ
る
」
0

北法49(3・164)660

法
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
例

次
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
人
権
に
つ
い
て
の
基
準
が
法
の
一
般
原
則
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
例
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
準
備

文
書
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
「
囲
内
法
に
お
い
で
さ
え
も
、
刑
事
法
が
遡
及
で
き
な
い
と

い
う
原
則
は
、
疑
い
も
な
く
、
す
べ
て
の
文
明
諸
国
の
認
め
る
一
般
原
則

(2) 

で
あ
る
」
。

第
二
に
、
法
の
一
般
原
則
と
国
内
救
済
措
置
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、

「
人
権
委
員
会
に
出
訴
す
る
前
に
、
国
際
法
の
一
般
原
則
に
従
い
、
国
家

に
お
け
る
す
べ
て
の
一
般
の
形
態
の
救
済
措
置
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

(3) 

な
い
」
。
第
三
に
、
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
軍
事
裁
判
は
、
い
く
つ
か
の
事
例
に
お

い
て
、
文
明
諸
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
法
の
原
則
を
適
用



し
た
。
そ
の
な
か
の
一
つ
と
し
て
、
「
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原

則
に
よ
り
、
実
行
の
時
に
犯
罪
と
さ
れ
て
い
た
作
為
又
は
不
作
為
を
理
由

(
4
)
 

と
し
て
裁
判
し
か
っ
処
罰
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
で
あ
る
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(1)

定
義
主
義
と
列
挙
主
義
に
つ
い
て
の
法
の
一
般
原
則
の
機
能

さ
ら
に
、
第
二
回
協
議
総
会
第
六
次
会
議
の
報
告
書
に
お
け
る
人
権
お

よ
び
基
本
的
自
由
の
保
護
に
つ
い
て
の
条
約
草
案
に
関
す
る
一
般
的
議
論

(
5
)
 

で
あ
る
-
九
五
O
年
人
月
一
四
日
の
公
式
報
告
書
で
は
、
専
門
家
委
員
会

お
よ
び
上
級
公
務
員
会
議
に
お
い
て
論
争
さ
れ
た
定
義
主
義
お
よ
び
列
挙

主
義
に
つ
い
て
の
協
議
総
会
の
意
見
、
と
り
わ
け
法
の
一
般
原
則
が
定
義

主
義
と
列
挙
主
義
と
の
問
の
補
足
的
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。

そ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
、
連
合
王
国
代
表
玄

g
z
-
-
3
P
の
発
言

お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
出
昌
吉
か
ら
の
発
言
に
お
け
る
内
容
を
紹
介

す
る
。

(a)

連
合
王
国
代
表
の
沼
田

H5-「
早
問
。
か
ら
の
発
言

「
(
協
議
総
会
が
|
|
筆
者
註
)
人
権
を
列
挙
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

閣
僚
委
員
会
の
条
約
草
案
は
、
定
義
の
方
式
を
と
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
列

挙
は
、
国
際
連
合
宣
言
へ
の
言
及
を
含
め
た
が
、
上
級
公
務
員
会
議
は
、

そ
れ
を
簡
潔
な
定
義
に
変
更
し
た
。
法
律
行
政
問
題
委
員
会
は
、
大
体
こ

の
経
過
に
同
意
し
た
。

実
効
的
な
権
利
を
意
図
し
な
か
っ
た
文
書
へ
の
言
及
を
避
け
て
、
実
効

的
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
権
利
だ
け
を
(
協
議
総
会
が

l
l
i
筆
者
註
)

宣
言
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
意
見
に
お
い
て
、
上
級
公
務
員
会
議
の
定
義
は
、

条
約
を
実
効
さ
せ
る
司
法
ま
た
は
非
司
法
機
関
を
不
適
切
に
拘
束
す
る
ほ

ど
過
度
に
詳
細
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
形
の
条
約
が
法
の
一
般
原
則
へ

(
6
)
 

の
言
及
に
よ
り
実
効
し
う
る
こ
と
は
、
確
信
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
代
表
の
出
品

g
か
ら
の
発
言

フ
ラ
ン
ス
代
表

d
耳
目
ロ
の
発
一
言
は
、
条
約
草
案
第
七
条
の
「
法
の
一

般
原
則
」
お
よ
び
こ
の
原
則
が
定
義
主
義
的
条
項
に
つ
い
て
補
足
的
な
機

能
を
呆
た
し
う
る
と
い
う
二
カ
所
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。

b (
イ
)
条
約
草
案
第
七
条
の
「
法
の
一
般
原
則
」

「
(
協
議
総
会
が
|
|
筆
者
註
)
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
簡

潔
に
定
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
の
明
確
か
つ
実
質
的
な
内

容
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原
則
に
委
ね
た
。

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
協

議
総
会
の
す
べ
て
の
各
国
代
表
は
、
報
道
の
自
由
、
営
業
の
自
由
、
結
社

の
自
由
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
立
法
全
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体
か
ら
現
れ
た
一
般
原
則
、

つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
立
法
の
共
通

的
な
土
台
は
、
こ
れ
ら
の
自
由
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
き
、
い
か
な
る
疑
い
も
な
い
定
義
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
自
由
は
、
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原

則
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
題
に
還
元
し
う
る
。
そ
れ
が
条
約
草
案
の
第
七

(
7
)
 

条
で
あ
る
」
。「

法
の
一
般
原
則
」
の
補
足
的
な
機
能

次
の
記
述
は
、
条
約
草
案
の
第
七
条
に
つ
い
て
の
機
能
を
明
ら
か
に
す

る
。
す
な
わ
ち
、

「
連
合
王
国
の
法
律
専
門
家
の
要
請
に
お
い
て
、
閣
僚
委
員
会
は
、
わ

れ
わ
れ
の
リ
ス
ト
を
一
連
の
定
義
に
よ
っ
て
取
り
替
え
よ
う
と
し
た
。
彼

ら
は
、
何
が
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
に
含
ま
れ
て
い
る
か
含
ま
れ

て
い
な
い
の
か
を
、
明
確
な
文
言
で
述
べ
よ
う
と
試
み
た
。
連
合
王
国
側

の
厳
密
な
定
義
に
つ
い
て
の
希
望
は
、
前
述
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
|
|

筆
者
註
)
の
伝
統
的
な
原
則
を
守
ら
な
か
っ
た
。
:
:
:
連
合
王
国
に
よ
っ

て
薦
め
ら
れ
た
定
義
は
、
そ
れ
ら
が
限
定
的
と
見
な
さ
れ
る
場
合
、
非
常

に
危
険
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
単
一
の
自
由
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
可
能

性
を
リ
ス
ト
化
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ

て
す
べ
て
の
可
能
性
も
除
外
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
リ
ス
ト
の
不
完

ロ

全
性
に
よ
る
危
険
が
、
常
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
:
:
:
す
べ

て
の
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
閣
僚
委
員
会
に
提
出

す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
厳
密
な
定
義
を
認
め
、
連
合
王
国
に
よ
っ

て
要
請
さ
れ
た
妥
協
に
同
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
提
出
さ
れ
た
そ
れ
ら
の

定
義
は
、
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原
則
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
ら
の
定
義
に
存
在
し
て
い
る
不

明
瞭
な
箇
所
お
よ
び
欠
陥
は
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
文
明
諸
国
の
認
め
る

法
の
一
般
原
則
と
い
う
補
足
的
な
言
及
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
う
る
で
あ

(
8
)
 

ろ、つ」。
前
述
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
「
法
の
一
般
原
則
」
に
つ
い
て
の
特
別
条
項

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
含
ま
れ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
現

行
条
約
で
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
第
三
八
条
に
お
い
て
詳
し
く
定
め
ら
れ

る
文
明
諸
国
の
認
め
る
国
際
法
の
基
本
的
原
則
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
特
別
条
項
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
記

述
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

第
二
回
協
議
総
会
第
一
六
次
会
議
の
報
告
書
に
お
け
る
法
律
行
政
問
題

委
員
会
の
報
告
書
に
つ
い
て
の
一
般
議
論
で
、
連
合
王
国
代
表
の

玄
白
河
老
町
一

-'3P
が
、
提
案
を
否
決
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
国
際
法
の
基
本
的
原
則
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
包
括
条
項
に
つ

い
て
の
議
論
に
お
い
て
行
わ
れ
た
提
案
に
つ
い
て
、
協
議
総
会
は
、
ヨ
ー
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ヨーロッパ人権条約第2条の生命権については)

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
国
際
可
法
裁
判
所
第

三
八
条
に
お
い
て
詳
し
く
定
め
ら
れ
る
文
明
諸
国
の
認
め
る
国
際
法
の
基

本
的
原
則
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
特
別
条
項
を
条
約
草
案
に
含
め

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
理
由
は
一
つ
で
あ
る
。
法
律
行
政
問
題
委
員
会
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
ま
た
は
機
構
に

別
の
こ
と
を
期
待
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の

人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
が
こ
れ
ら
の
法
の
一
般
原
則
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
前
提
に
立
つ
場
合
、
特
別
な
包
括
条
項
を
提
案
し
な
い
の

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
を
設
け
た
趣
旨
に
基

(9) 

づ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
」
。

ま
と
め
|
|
第
二
条
の
制
定
の
経
緯
l
|

以
上
の
一
、
二
、
三
の
記
述
に
基
づ
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二

条
の
制
定
の
経
緯
、
と
く
に
第
一
一
条
と
法
の
一
般
原
則
と
の
関
連
性
を
次

の
よ
う
に
考
察
す
る
。

第
二
条
の
生
命
権
条
項
は
、
「
二
つ
の
方
法
、
す
な
わ
ち
列
挙
と
定
義

(
叩
)

の
間
に
あ
る
差
異
に
つ
い
て
の
適
切
な
例
証
」
で
あ
る
と
い
う
制
定
の
経

緯
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
、
い
ま
ま
で
の
考

察
か
ら
見
る
と
、
「
す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
る
」
と
い
、
7
第
一
丈
は
、
生
命
権
の
保
護
原
則
に
つ
い
て
の

四

列
挙
主
義
の
主
張
に
由
来
し
、
第
一
項
第
二
文
以
下
の
文
言
は
、
制
限
事

由
を
詳
細
に
定
め
る
と
い
う
定
義
主
義
の
主
張
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
条
項
に

異
な
っ
た
人
権
法
の
定
立
方
式
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
矛
盾
や

ギ
ャ
ッ
プ
を
如
何
に
解
決
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
第

二
条
と
の
間
遠
か
ら
見
る
と
、
一
方
で
は
、
第
二
条
第
一
項
第
一
文
は
、

生
命
権
の
一
般
原
則
を
明
記
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
・
範
閤
・
基

準
な
ど
を
全
く
示
し
て
い
な
い
。
他
方
で
は
、
第
二
条
第
一
項
第
二
丈
以

下
の
文
言
は
、
生
命
権
の
保
護
を
限
定
し
す
ぎ
る
と
い
う
大
き
な
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
条
第
一
項
第
一
文
の
文
言
と
第

一
項
第
二
丈
以
下
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
調
和
方
法
を
導
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
法
が
前
述
の

JF-ag
の
発
言
に
お
け
る

「
法
の
一
般
原
則
」
で
あ
る
。

第
二
条
と
法
の
一
般
原
則
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
法
の
一
般
原
則
は
、

前
述
し
た
二
つ
の
異
な
っ
た
人
権
法
の
定
立
方
式
に
つ
い
て
の
調
和
方
法

で
あ
る
だ
け
で
は
く
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
条
文
に

あ
る
欠
陥
・
不
足
を
補
う
と
い
う
補
足
的
な
機
能
を
も
果
た
し
う
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
条
は
、
「
法
の
一
般
原
則
に
関
す
る
言
及
に
よ
っ

(
日
)

て
、
実
効
的
に
執
行
さ
れ
う
る
こ
と
が
確
信
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
ヨ
l
ロ
ツ

jヒ法49(3・167)663
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パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
人
権
委
員
会
お
よ
び
人
権

裁
判
所
に
よ
り
、
「
文
明
諸
国
の
法
の
一
般
原
則
」
に
照
ら
し
て
判
断
さ

(
辺
)

れ
る
と
い
う
関
連
性
を
疑
い
も
な
く
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
第
二
条
は
、
生
命
権
の
保
護
範
囲
が
明
文
で
限
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
常
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
命
権
を
確
認
す
る

た
め
の
条
文
に
お
け
る
文
言
の
選
択
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
録
文
書
が

残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
文
言
の
意
固
ま
た
は
潜
在
的
な
範
囲
は
、

(
凶
)

四
O
数
年
後
で
も
や
は
り
未
決
定
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

死
刑
お
よ
び
列
挙
さ
れ
て
い
る
例
外
の
ほ
か
に
、
認
め
ら
れ
う
る
殺
害
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
も
の
が
意
図
さ
れ
て
い
る
か
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
第
二
条
の
条
文
に
お
い
て
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
、

認
め
ら
れ
う
る
殺
害
が
故
意
な
の
か
ま
た
は
過
失
に
よ
る
の
か
と
い
う
重

(
は
)

要
な
問
題
は
、
現
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
の
「
こ
の

条
文
に
違
反
し
て
」
が
制
定
過
程
に
お
け
る
上
級
公
務
員
会
議
草
案
第
二

項
の
「
故
意
」
・
「
前
項
の
違
反
」
か
ら
置
き
換
え
ら
れ
た
点
か
ら
あ
る

程
度
示
唆
を
得
ら
れ
る
が
、
や
は
り
詳
細
に
議
論
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

本
稿
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
に

よ
る
と
、
確
か
に
制
定
過
程
自
体
が
第
二
条
の
実
行
面
ま
た
は
理
論
面
に

つ
い
て
沈
黙
し
ま
た
は
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
二
条
の
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
前
述
の
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
が
第
二
条
に
つ
い
て
の
解
釈
お
よ
び
適
用
に

よ
り
、
ま
た
は
「
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原
則
」
の
導
入
に
よ
り
、

解
決
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
第
二
章
以
下
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
の
解
釈
・
適
用
の
状
況
を
考
察
す
る
。

北j去49(3・168)664

第
一
章
第
五
節
註

(
l
)
-
H
戸町民

Mg-
ま
た
、
「
人
権
に
つ
い
て
の
国
際
人
権
規
約
と
協

議
総
会
草
案
と
の
比
較
」
で
は
、
そ
の
第
一
条
に
つ
い
て
、
「
こ
の

条
項
は
、
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
が
文
明
諸
国
の
認
め
る

法
の
一
般
原
則
に
基
づ
く
原
則
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
。
世
界
人
権
宣
言
と
協
議
総
会
決
議
は
、
そ
れ
ら
を
法

の
一
般
原
則
と
見
な
し
て
い
る
(
凶
叶
-
P
2
M
a
)
。
要
す
る
に
、
協

議
総
会
は
、
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原
則
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
基
準
に
お
け
る
法
の
一
般
原
則
と
も
見
な
し
て
い
る
。

(
2
)
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
協
議

総
会
の
勧
告
に
つ
い
て
第
二
条
と
第
三
条
に
つ
い
て
の
修
正
案

Bon-
〉
叶
∞
品
)
」
で
は
、
こ
の
法
の
一
般
原
則
が
示
さ
れ
た
(
凶

叶
司
・
・
曲
二
泊
A
H
)

。

(
3
)
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
協
議
総
会

の
勧
告
に
つ
い
て
第
一
一
条
と
第
一
一
一
条
に
つ
い
て
の
修
正
案

Bon-
〉
吋
∞
沼
)
」
で
は
、
こ
の
法
の
一
般
原
則
が
示
さ
れ
た
(
回

、吋-
-
M
J
白
ニ
川
町
内
凶
)
0
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